
　4月8日に市内の各中学校で、12日には各小学校で入学式が行われまし
た。新小学1年生は、これから始まる学校生活にワクワクしているようでした。

（写真は天神山小学校の入学式の様子）
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平成23年度 春日市の予算

　平成23年度の春日市の予算が、3月25日に市議会で可決されました。
　一般会計の予算は、景気の低迷により市税などを中心とする自主財源の減少が見込まれる中、

人件費、公債費の縮減や事務事業の見直しによる歳出の縮減を図りながら、歳入については、国の

地方財政対策による地方交付税増額を見込むとともに、基金の取り崩しや市債の活用を行うこと

によって、必要な財源を確保しました。

　これにより、扶助費などの社会保障関係経費を確保し、教育環境整備や生活基盤公共事業など

による景気・雇用対策に配慮した予算の重点配分を行い、前年度の当初予算に比べ約5億9711万

円（2.2%）の増額予算となりました。

　特別会計については、前年度当初予算に比べ総額は約4億3862万円の増額となりました。これ

は、高齢化などに伴い国民健康保険事業、介護保険事業などに要する費用が増えたためです。

　本年度も、市民満足度の向上を図るため、限られた予算を適正かつ有効に活用します。

平成23年度予算（対前年度比較）

会計区分
予算額 対前年度比

平成23年度 平成22年度 増減額 増減率

一般会計 282億2891万円 276億3180万円 5億9711万円 2.2％

国民健康保険事業特別会計 99億3863万円 95億8192万円 3億5671万円 3.7％

老人保健医療事業特別会計（※１） 廃止 1028万円 ▲1028万円 皆減

後期高齢者医療事業特別会計 9億9610万円 10億1973万円 ▲2363万円 ▲2.3％

介護保険事業特別会計 46億7038万円 45億2706万円 1億4332万円 3.2％

筑紫地区介護認定審査会事業特別会計（※2） ー 8074万円 ▲8074万円 皆減

下水道事業会計（企業会計）
収入 30億7843万円 30億  255万円 7588万円 2.5％

支出 36億4821万円 35億9497万円 5324万円 1.5％

特別会計合計（※3） 192億5332万円 188億1470万円 4億3862万円 2.3％

全会計合計（※3） 474億8223万円 464億4650万円 10億3573万円 2.2％

〜重点配分による増額予算〜

※1　老人保健医療事業特別会計は、制度改正に伴い廃止しました。
※2　筑紫地区介護認定審査会事業特別会計は、筑紫地区4市1町で持ち回りをしており、平成23年度は筑紫野市が当
番市となります。

※3　特別会計合計、全会計合計では、下水道事業会計の支出額を計上しています。

予算総額　
474億8223万円

一般会計　282億2891万円
特別会計　192億5332万円

問い合わせ先　財政課 財政担当
（584）1111 （584）1145
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［平成23年度 春日市の予算］
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平成23年度

使用料・分担金など

諸収入

市税 国県支出金 地方交付税

市債
地方譲与税など

自主財源 依存財源

億円

115億4895万円
（40.9%）

14億3123万円（5.1%）

7億7945万円（2.7%）

69億3386万円
（24.6%）

41億4664万円
（14.7%）

20億2620万円（7.2%）
13億6258万円（4.8%）

116億3604万円
（42.1%）

16億5493万円（5.9%）
7億3922万円（2.7%）

59億6586万円
（21.6%）

39億6225万円
（14.3%）

23億5980万円（8.6%）
13億1369万円（4.8%）

増えた主な財源と増加額
◆国県支出金（9億6800万円）　◆地方交付税（1億8439万円）　など

減った主な財源と減少額
◆市債（3億3360万円）　◆市税（8709万円）　など

一般会計　歳入
　一般会計当初予算の歳入は、現在の厳しい経済情勢の中、自主財源の柱である市税が減少する
一方で、国の地方財政計画における増額措置により、地方交付税が増加しました。　
　また、国や県からの補助金の対象となる事業が増加したため、国県補助金も増額となりました。

※　市民1人当たりの予算額は、市の予算額（282億2891万円）を、平成23年3月末現在の春日市の人口（10万9442人）で
割った25万7935円を、収入区分ごとに割り振った額です。

収入区分 予算額 市民1人当たりの 
予算額 構成比

自
主
財
源
　48.7
％

市税
個人市民税や法人市民税、固定資産税など 115億4895万円 10万5526円 40.9％

使用料・分担金など
市営住宅の家賃や公共施設の使用料、保育料など 14億3123万円 1万3078円 5.1％

諸収入
県受託事業費や各種教室受講料など 7億7945万円 7122円 2.7％

依
存
財
源
　51.3
％

国県支出金
特定の事業のために国や県から交付されるお金 69億3386万円 6万3356円 24.6％

地方交付税
どの自治体でも必要最小限の行政サービスが受けられるよう
に国から交付されるお金

41億4664万円 3万7889円 14.7%

市債
学校や道路などをつくるために、銀行などから借り入れるお金 20億2620万円 1万8514円 7.2%

地方譲与税など
国や県が集めた税金の一部を市に配分するもの 13億6258万円 1万2450円 4.8%

合計 282億2891万円 25万7935円 100.0%
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一般会計　歳出
　一般会計当初予算の歳出は、景気低迷が続く中、市民生活の安定のための扶助費などが
増加しました。一方、職員数や退職者の減により人件費が、借入金の一部を完済したこと
により公債費がそれぞれ減少しました。

性質別

目的別

0 50 100 150 200 250

平成22年度

平成23年度

億円

公債費
30億1023万円

　　扶助費　　
84億3366万円
（29.9%）

    人件費　　
39億258万円
（13.8%）

（10.7%）

普通建設事業費など
17億5969万円

（6.2%）

補助費など　
39億9701万円
（14.2%）

物件費
41億6126万円
（14.7%）

その他　　
29億6449万円
（10.5%）

71億2619万円
（25.8%）

43億5213万円
（15.7%）

33億2291万円
（12.0%）

21億4358万円
（7.8%）

46億2367万円
（16.7%）

32億319万円
（11.6%）

28億6012万円
（10.4%）

義務的経費 その他経費投資的
経費

支出区分 目的 予算額 市民1人当たりの
予算額 構成比

民 生 費 子どもや高齢者、障がい者などの福祉のために 127億1085万円 11万6142円 45.0%

教 育 費 小中学校の運営や、文化・スポーツの振興に 35億  211万円 3万2000円 12.4%

公 債 費 借入金の返済に 30億1025万円 2万7505円 10.7%

衛 生 費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなどに 28億6115万円 2万6143円 10.2%

総 務 費 市の運営、戸籍、選挙などに 23億3463万円 2万1332円 8.3%

土 木 費 道路や公園など都市基盤の整備に 20億3004万円 1万8549円 7.2%

消 防 費 市民の生命を守り、災害を防ぐために 9億3178万円 8514円 3.3%

商 工 費 商工業の振興、中小企業の育成のために 3億9546万円 3613円 1.4%

議 会 費 議会の運営などのために 3億1430万円 2872円 1.1%

労 働 費 雇用拡大や失業対策などのために 3771万円 345円 0.1%

農林水産業費 農業振興などのために 3389万円 310円 0.1%

そ の 他 その他の支出や、緊急を要するときのために 6674万円 610円 0.2%

合計 282億2891万円 25万7935円 100.0%

※　市民1人当たりの予算額は、市の予算額（282億2891万円）を、平成23年3月末現在の春日市の人口（10万9442人）で
割った25万7935円を、支出区分ごとに割り振った額です。
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［平成23年度 春日市の予算］

基金（貯金）の状況

　可能な限り市債の発行を抑制し、また自主財源の確保や事務事業の一層の
見直しも行いながら、今後も健全な財政運営に努めます。

　基金とは、家計に
例えると貯金に当た
るものです。
　基金には、あらか

じめ使い道を決めて積み立てや取り崩しをするもの（例：市民
スポーツセンター整備基金、連続立体交差事業等整備基金な
ど）と、大幅な減収や災害など予期しない支出に備えて積み立
てているもの（例：財政調整基金）があります。
　平成23年度予算では、積み立て額が取り崩し額を上回って
おり、基金残高は増加する予定です。

市債（ローン）の状況
　市債とは、家計に例えるとローンに当たるものです。
　公共施設などをつくる際、その費用を一括で支払えない場合に市債を借り入
れますが、これには、借り入れた資金を長期にわたって返済していくことで、将
来利用する市民との費用負担を公平にする意味もあります。
　春日市では、新たな借り入れを可能な限り抑えてきたため、残高総額は年々

緩やかに減少していますが、一方で、国の地方交付税の財源不足を補うための市債（臨時財政対策債）の残高は増加してい
ます。
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■新規借入額の推移 ■市債残高の推移

市の貯金とローン

★平成23年度はこんな事業をします★
▷小・中学校施設耐震化事業　
　1億1720万円
▷小・中学校屋上防水改修工事
　1億4138万円
▷市営住宅建替事業
　2080万円

▷子宮頸
けい

がん等予防対策強化事業
　2億5880万円
▷須玖岡本遺跡施設整事業
　2億3944万円
▷（仮称）大土居地区公民館建築事業
　1億5130万円

▷道路冠水表示システム更新事業
　3631万円

貯金残高　4万8281円
（平成23年度末見込み）

市民1人当たりに換算すると・・
（平成23年3月末人口：10万9442人）

ローン残高　25万8270円
（平成23年度末見込み）

市民1人当たりに換算すると・・
（平成23年3月末人口：10万9442人）
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※　当初予算ベース ※　平成22・23年度については決算見込額
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「人が美しく映えるまち」を目指して

春日市都市計画
マスタープラン（平成23年3月改定）

　平成13年に策定した都市づくりの指針となる当初プランに基づき、さまざまな施策に取り
組んできたところですが、目標年次の中間年となる今年、社会経済情勢の変化や国・県の施策
などの状況、第５次春日市総合計画の策定を踏まえ改訂を行いました。
　今回の改訂プランは、これまで実施してきた施策の検証などを行うと同時に、市民参加の専
門委員会の設置や市民アンケート調査、パブリックコメントなどを行うことで、市民の皆さん
の意見を反映させながら策定しました。

　市民主体のまちづくり活動を支援しな
がら、生活道路などの生活基盤施設の整
備や都市施設の効率的な更新による有効
活用を図るとともに、緑豊かでより質の
高い暮らしの環境を育成します。

　ため池や河川、樹林地などの貴重な自
然環境を適切に保全、活用して、市民に潤
いと安らぎを与え、ふるさとの愛着と誇
りを育む水と緑のくつろぎの環境を形成
します。

　通勤・通学をはじめ、買い物や文化活動
などの都市活動に必要な機能を充実し、
都市のにぎわいと交流の場となる活動の
環境を創造します。

西鉄
春日原駅

JR
博多南駅

現
人
橋
乙
金
線

長
浜
太
宰
府
線

福
岡
筑
紫
野
線

那珂
川宇
美線

光
町
大
土
居
線

大土居下の原線

筒
井
小
倉
線

JR
春日駅

春日
公園

白水大池公園

★都市のまちづくり像（理念・テーマ）★

『人が美しく映えるまち』
　市民が誇りと愛着を感じられる豊かで美しい生活空間の創造に取り組みます。

改訂の基本的な考え
　快適な都市整備を実現するため、施設の有効利用や耐震化に対応していくとともに、市民の発意と
合意による市民協働のまちづくりを支援していきます。

『市民との協働によりまちづくりを進めます』
　マスタープランの合言葉は、「市民がまんなかのまちづくり」。
　市民が中心となって地域のことを考え行動し、行政は市
民の自主的なまちづくり活動を支援することで、マスター
プランの実現を目指します。

『都市施設の「長寿命化」を図ります』
　安全・安心の暮らしを営むために、市民にとって重要で
あるさまざまな公共公益施設を、計画的にリニューアルを
行っていくことにより、安全で快適に利用できる施設の長
期的な維持を図ります。

☆都市づくりの目標と都市構造☆
① 安心して暮らせるまち ③ 楽しくくつろげるまち② 快適に活動できるまち

交通拠点
の整備

交通拠点の整備

商業拠点
の整備

落
ち
着
き
の
あ
る

街
並
み
の
形
成

北部地区

西部地区

東部地区

南部地区

緑豊かな開発
住宅地の育成

安全で快適な既成
住宅地の誘導

市街化調整
区域の計画的な
開発の誘導

環境配慮型
まちづくり

水害に強い
まちづくり

くつろぎ軸の整備

落
ち
着
き
の
あ
る

街
並
み
の
形
成

商業拠点
の整備

安全で魅力
ある沿道商
業・業務地
の誘導

周辺の住宅地
と調和した
近隣商業地の
誘導

くつろぎ軸の整備

ため池とその周辺の
樹林地、河川の保全と
活用

道路の緑化
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暮
ら
し
の
育
成
プ
ラ
ン

○拠点活性化プロジェクト
西鉄春日原駅の駅前広場や、駅周辺の道路などの都市施設を整備し、魅力あるまち並みを形成します。
また、市街化調整区域においては、今後、周辺への環境に配慮しながら、南部白水地区地区計画に即した

開発事業を進めていくことにより、良好な住宅地の形成とも均衡を図りつつ、広域商業圏も視野に入れた
郊外型商業拠点としてのまちづくりに取り組みます。

○活動軸整備プロジェクト
幹線道路の整備を重点的に進め、交通を円滑にし、また、安全で快適な歩行者空間づくりに努めます。

○景観づくりプロジェクト
幹線道路沿いのふぞろいな建築物や屋外広告物など、景観の魅力に欠ける箇所を改めて、秩序ある都市

景観の形成を図るとともに、豊富な文化財やその周辺の緑豊かな自然環境が形作る景観の保全・整備を行
いながら、地区の雰囲気にふさわしいまち並み景観の形成に向けた、「景観づくりのルール」策定を検討
し、美しい景観づくりの誘導に取り組みます。

活
動
の
創
造
プ
ラ
ン

く
つ
ろ
ぎ
の
共
生
プ
ラ
ン

○長寿命化
学校施設や公民館、公営住宅、上下水道、公園などの都市施設を安全で快適に利用

できるよう、長寿命化や耐震化、バリアフリー化の予防保全的管理に取り組みます。

○ユニバーサルデザイン（※1）運動
公共・公益施設だけでなく、店舗などの民間施設も含めた連続した公共的空間につ

いて、誰もが安全で快適に移動できるよう、ユニバーサルデザインの普及に努めます。

○まちづくり条例
市民自らの発意と合意によるまちづくりを進めるため、「地区街づくり条例」を制定しました。
今後は、「地区街づくり条例」を基本に、さまざまなルールづくりの支援に取り組みます。

○緑の基本計画
緑や水辺の保全、公園の整備、生け垣などの緑化のあり方や具体的な取り組みを示す「春日市

緑の基本計画」に基づき、市民、企業、行政が一体となって緑の風景づくりを推進します。

○水と緑のトラスト運動
ため池や樹林地の保全を進めるため、市民による「水と緑のトラスト運動」を支援

します。
ため池とその周辺の樹林地などの貴重な遺産を次の世代に引き継ぐため、それぞ

れのため池や樹林地が持つ価値を最大限に引き出しながら、保全と活用を進めます。

○オープンスペースシステムズ
「諸岡川親水緑道」の整備を長期的視野に立って進めていきます。
また、須玖新池、大牟田池、春日貯水池、杜池などのため池群と白水大池公園、春日

公園などを結ぶ遊歩道「水と緑のオアシスロード」の整備を目指します。

☆都市づくりの戦略☆

計画の実現に向けて
　この計画を実現するため、行政は、市民自らの発意と合意により設置される地区まちづくり推進団体に対して、
情報やアドバイザーの派遣など、市民主体のまちづくり活動を支援します。
　また、改訂プランの都市整備方針（全体構想）の中で、『市民との協働の推進』として位置付け、協働の意識を高め
るとともに、市民発意のまちづくりの取り組みを喚起、促進します。

　都市づくりの目標を達成するために、大きく３つの「戦略の柱」を定め、都市づくりに取り組みます。

※1　ユニバーサルデザインとは、障がいの有無、年齢、性別、人種などにかかわらず、誰もが使
いやすい「共用」のデザインのことです。
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「市民がまんなか ふるさと かすがの緑の継承」

「人・水・緑  美しく映えるまち」を目指して

春日市緑の基本計画（平成23年3月改訂）

　春日市緑の基本計画は、平成13年3月に、計画期間を20年として策定しました。
　このたび第５次春日市総合計画が策定されたことや社会情勢の変化を踏まえ、改訂
を行いました。
　この計画は、市民意識アンケート調査での意見を反映するとともに、市民が参加する
専門委員会で議論を重ねながら策定したものです。

緑の基本計画とは
　都市緑地法第4条に規定された「市町
村の緑地の保全及び緑化の推進に関する
基本計画」のことで、都市の「緑」の分野全
般に関する総合的な計画です。
【10年間の主な成果】
▷特別緑地保全地区（春日の森、弥生の

森）の指定、用地買収および整備
▷松枯れ防止などため池周辺緑地維持管理
▷市民農園の指定および利用推進
▷白水大池公園など公園の整備、改修
▷日拝塚古墳周辺など史跡の公園化整備
▷街路樹の植樹および管理の推進
▷苗木・花苗の配布、民有地の緑化推進
▷公園愛護活動推進要綱の制定、愛護会

の結成推進

改訂の基本的な考え
　第５次春日市総合計画が目指す「質の高い住みよさ」を実
現するため、今ある緑を守るとともに、緑豊かで花いっぱい
の景観づくりや、市民が公園などの緑を自分たちで守り育てて
いく活動の促進を図り、市街地の快適性を高めていきます。
　今回の改訂では、次の点を特に重視して、今後10年間の
取り組みを行っていくことにしました。

①量から質へのシフト

　これまで主に緑を「守る」ことに取り組んできましたが、今後は、目に見える緑
を増やすなど、緑の質を高めることを重視した施策を展開していきます。

②「育む」施策の重視

　公園や街路樹など今ある緑を適切に維持管理するとともに、花いっぱい運
動などのソフト施策を充実していきます。

③市民との協働の推進

　公園愛護会の結成促進など、自分たちの公園と思えるような取り組みや、緑
のトラスト運動など、身近な緑を守り育てる活動への参加を促していきます。

基本理念

　緑は私たちの暮らしに安全性や快適性をもたらし、また、市民に「ふるさと かすが」を感じさせる大きな
要素です。
　春日市は、急速な都市化の中で多くの自然の緑を失ってきましたが、市民と行政の努力により新たな緑を
創造し、今日の「緑豊かな都市」を育ててきました。
　緑に包まれた私たちの暮らしを維持するためには、今後も開発による緑の減少をできる限りくい止め、そ
れを美しく保つとともに、新たな緑で補うことが不可欠です。
　地方分権、民間活力が期待される中、これまでにも増して市民や企業の理解と協力、参加による開発と保
全のバランスの取れたまちづくりが求められています。
　『緑』を、暮らしを支える重要な社会資本と捉え、市民を真ん中に、市民と行政がその役割を相互に認識し、協
働して先人たちが残した「ふるさと かすが」を守り伝えるとともに、新たな緑づくりを進めていきます。

市民、企業と行政の役割を相互に認識し、協力のもとに進めていきます。
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緑のまちの姿
「人・水・緑　美しく映えるまち」

①緑のまち並み

○緑のみちすじ（幹線道路沿線）

　鉄道駅や主要な行政・文化・商業施設を結び、都
市活動を支える幹線道路ネットワークであり、休
息・ふれあい機能が点在し、街路樹や沿道施設の
緑の潤いを感じるまち並みを創造します。

○緑の暮らしゾーン

　住宅をはじめとして、公園や公共公益施設の
美しい緑に包まれた、身近に潤いや安らぎの感
じられる居住空間を形成します。

○くつろぎ拠点（主な都市公園、公共公益施設）

　ため池や樹林、史跡・遺跡など自然と歴史
性に満ちた環境を生かし、水と緑に包まれて
ゆったりとくつろげる、規模の大きい休息、レ
クリエーション機能を持つオープンスペース
をくつろぎの拠点として位置付けます。

○くつろぎ軸（諸岡川、ため池周辺）

　河川やため池の潤いを生かし、水と緑にふ
れながら楽しくくつろげる、連続するオープ
ンスペースのネットワークを形成します。

②緑の骨格

緑のみちすじ

緑の暮らしゾーン

駅周辺をはじめ街路や公共施設の
緑の増加を進め、拠点地区にふさ
わしい、ゆとりある暮らしゾーン
を目指します。

北部地域

開発とのバランスをみながら農
地や樹林を守るとともに身近な
公園の充足を図り、快適な暮ら
しゾーンを目指します。

西部地域

東部地域

南部地域

既存の豊かな緑を守るとと
もに身近な暮らしに取り込
み、自然環境と調和した、
潤いのある暮らしゾーンを
目指します。

くつろぎ軸

くつろぎ軸

くつろぎ拠点

くつろぎ拠点

北部地域

西部地域

南部地域

東部地域

凡例
緑の骨格

●くつろぎ拠点
（主な都市公園、公共公益
施設、緑地など）

●くつろぎ軸
（諸岡川、ため池周辺）

残された樹林やオープンス
ペースを守るとともに街路
樹や緑道の整備、公共施設
や集合住宅の緑化を進め、
安全な暮らしゾーンを目指
します。

N

N

緑の暮らしゾーン
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基本方針
「緑のまちの姿」の実現に向け、「守る」「創る」「育む」の３つの分野で施策・事業に取り組んでいきます。

守
る

自然の緑を大切に守り、生かします
▷ため池や周囲の樹林、鎮守の森などの「ふるさと かすが」を感じる緑を守り、次世代に継

承します。
また、住宅地の豊かな緑を守り、開発においても自然の緑の保全、新たな緑の創造に努め
ます。

▷農地については、市民農園の拡充に努めます。
▷河川やため池などの環境整備に努め、環境教育の場として活用します。
▷河川やため池、道路などを活用して、春日市の緑の拠点である二大公園（白水大池公園・県

営春日公園）とのネットワーク化を進めます。

創
る

安心とくつろぎのあるくらしを支える緑を整備します
▷暮らしの場のゆとりやくつろぎを高めるため、防災上の機能を考慮しながら、都市公園な

どの整備に努めます。また、ポケットスペースの創出に努めます。
▷身近な暮らしに潤いが感じられるよう、樹種に配慮しながら道路や公共公益施設、民有地

の緑化を推進します。また、誰でも気軽に土に触れ、緑づくりに親しめるよう、都市公園な
ど、公共公益施設の花壇の地域利用を進めます。

育
む

市民がまんなかの緑のまちづくりを進める仕組みをつくります
▷市民の理解と協力を得ながら協働による緑のまちづくりを進めるため、全市的かつ継続

性のある緑化運動を展開します。
▷保全、整備した緑を美しく保つため、市民、企業と行政が協働で行う維持管理の仕組みをつ

くります。
▷学校などの公共公益施設を中心に、環境にやさしい緑化に努めます。
▷市民、企業、地域の自主的な緑のまちづくりを支援するため、支援体制の強化や緑化重点

地区の指定を検討します。

問い合わせ先　都市計画課　☎（584）1111 （584）1143　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

※　春日市都市計画マスタープラン・春日市緑の基本計画の改訂版の冊子は、都市計画課窓口
（市役所3階）で、1冊1500円で販売しています。
　また、情報公開コーナー（市役所２階）や市ホームページでも見ることができます。

緑の量の目標

　自然の緑の減少をくい止めるとともに、住宅地や商業施設、公共施設などの敷地で
緑化を進めることにより、現状の緑の量を減らさないよう取り組んでいきます。

「自然の緑の減少をくい止め新たな緑で補う」
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■市内の民生委員・児童委員、主任児童委員（平成23年5月1日現在、敬称略）

泉 宇
う の

野五
い そ こ

十子 （581）3371 

吉
よ し だ

田美
み よ こ

代子 （585）9022

大谷
江
え ざ き

𥔎洋
よ う こ

子 （571）1501

永
な が の

野澄
す み こ

子 （571）7090

𠮷
よ し だ

田和
か ず こ

子 （571）6163

上白水
吉
よ し の

野紘
こ う じ

二 （574）1418

小
こ ざ き

𥔎英
え い こ

子 （575）3740

一
い ち の せ

ノ瀬鈴
す ず こ

子 （572）6268

白水
ヶ丘

川
かわばた

畑純
す み こ

子 （571）1669

山
やまおか

岡尚
な お こ

子 （592）8688

小倉
小
お は る だ

原田八
や ち こ

千子（571）1866

鬼
おにづか

弘
ひ ろ こ

子 （592）7159

山
や ま だ

田武
たけはる

春 （571）0275 

下白水
北

石
いしばし

橋壯
そ う じ

児 （582）7915 

門
か ど た

田昌
ま さ こ

子 （582）7309

吉
よ し だ

田章
しょうこ

子 （593）6329

下白水
南

堀
ほり

　雅
の り こ

子 （585）9557
選考中

昇町

髙
た か た

田久
ひ さ こ

子 （581）5884

𠮷
よ し だ

田喜
き よ こ

代子 （574）0448

山
やまうち

内耕
こうぞう

蔵 （572）8731

田
た き た

北　勇
いさむ （582）1367

大土居 池
い け べ

部晴
は る こ

子 （571）1631

橋
はしもと

本厚
あ つ こ

子 （595）0947
主任

児童委員 木
きのした

下優
ゆ う こ

子 （585）3955

西地区
地区 氏名 電話番号

小倉東 廣
ひろおか

岡順
じゅんこ

子 （574）9564

渡
わたなべ

邉幸
さ ち こ

子 （573）0132

白水池 髙
たかやま

山　質
ただし （571）5264

選考中

宝町
選考中

田
た し ろ

代　
しとみ

 （573）7774

ちくし
台

米
よねかわ

川節
せ つ こ

子 （501）3105

冨
と み た

田裕
ひ ろ こ

子 （572）3289

天
あ ま の

野　昭
あきら （571）0360

天神山 坂
さかがみ

上町
ま ち こ

子 （573）0167

中
なかしま

島　覺
さとる （581）1831

松ヶ丘 木
き は ら

原慶
けいぞう

三 （595）2071

金
かんのう

納末
す え こ

子 （595）1257

紅葉
ヶ丘

宮
みやはら

原和
か ず こ

子 （591）6211

髙
た か き

木廣
ひ ろ こ

子 （573）8490

石
いしうち

内千
ち え こ

惠子（501）5312

西
にしはら

原京
きょうこ

子 （501）8325

大和町 村
む ら せ

瀨英
ひ で お

雄 （572）5353
選考中

若葉台
東

瀬
せ わ き

脇順
じゅんこ

子 （571）7525

龍
りゅう

　美
み え こ

惠子（573）4792

若葉台
西

江
えがしら

頭園
そ の こ

子 （572）0078
つかもと

本禎
さだよし （572）8072

主任
児童委員 市

い ち き
耒睦

む つ こ
子 （573）6132

南地区
地区 氏名 電話番号

春日 白
しろうず

水高
た か こ

子 （591）5666

西
にしむら

村　豊
ゆたか （581）6883

塚原台 大
おおぐち

口和
か ず よ

代 （596）2641

小
こ ま つ

松久
く に え

仁枝（595）1321

春日
公園

鈴
す ず き

木加
か よ こ

代子（582）0073 

福
ふくもと

本健
けんいちろう

一郎（575）0457

春日原

鏡
かがみ

　節
せ つ こ

子 （571）7529

玉
た ま え

江禎
よしあき

彬 （571）1110

梅
うめざき

𥔎嘉
よ し こ

子 （572）1834

松
まつなが

永惠
け い こ

子 （573）6268

春日原
南

原
はらぐち

口泰
やすたか

隆 （581）0624

坂
さ か い

井満
ま り こ

里子（585）2332

惣利 泉
いずみ

　保
やすみち

道 （596）3274

野
の ぐ ち

口京
きょうこ

子 （596）8253

千歳町
中
なかむら

村邦
く に こ

子 （582）7528

薄
う す い

井順
じゅんこ

子 （501）4459

永
ながおさ

翁禧
き よ こ

代子（582）7502

光町 中
なかしま

島一
か ず こ

子 （575）1005

田
た な か

中節
せ つ こ

子 （591）6329

平田台 中
な か の

野正
まさつね

常 （595）0603

石
いしはら

原由
ゆ み こ

美子（596）5125
主任

児童委員 岩
いわたに

谷美
み つ き

月 （595）2254

東地区
地区 氏名 電話番号

岡本 太
お お た

田ヒサ子
こ （591）6403

森
もりやま

山洋
よ う じ

治 （572）0311

桜ヶ丘

田
た な か

中美
よ し こ

子 （581）2963

長
ながさわ

澤元
も と こ

子 （573）4843

西
にしほり

堀玲
れ い こ

子 （574）2810

松
ま つ だ

田幹
み き お

夫 （585）2016

須玖南

緒
お が た

方民
た み こ

子 （573）8948

財
ざ い つ

津一
かずゆき

征 （585）5477

村
む ら た

田京
きょうこ

子 （582）2946

原
はら

　英
ひであき

昭 （593）8505

須玖北

永
ながくま

隈幸
ゆきあき

明 （574）8224

德
とくなが

永朝
あ さ き

喜 （571）0556

田
た な か

中栄
え い こ

子 （574）7940

小
お だ

田イツ子
こ （591）0696

日の出
町

三
み う ら

浦靖
やすたか

隆 （591）3670

選考中

サン・
ビオ

下
しもはら

原壽
す み え

惠　（592）5547

松
ま つ お

尾ヒロ子
こ （572）6172

弥生
合
ごうはら

原ヨリ子
こ （501）1258

石
い し い

井正
まさゆき

幸 （582）1765

川
かわさき

﨑節
せ つ こ

子　（585）8167
主任

児童委員 髙
た か の

野まゆみ（591）1395

北地区
地区 氏名 電話番号

①
社
会
調
査
　日
頃
か
ら
住
民
の
生
活
実
態
や
福
祉
需
要

を
把
握
す
る

②
相
談
　地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
、親
身
に
な
っ
て

相
談
に
応
じ
る

③
情
報
提
供

　社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
情
報

を
、住
民
に
的
確
に
提
供
す
る

④
連
絡
通
報
　住
民
が
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、関
係
行
政
機
関
に
連
絡
し
、適
切
な
対
応
を

促
す
た
め
の
パ
イ
プ
役
に
努
め
る

⑤
調
整

　住
民
へ
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
支
援
す
る

⑥
生
活
支
援
　住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を
行
い
、

体
制
を
つ
く
る

⑦
意
見
具
申
　問
題
点
や
改
善
策
を
取
り
ま
と
め
、必
要

に
応
じ
て「
民
生
委
員・
児
童
委
員
協
議
会
」を
通
し
て

関
係
機
関
に
意
見
を
提
出
す
る

　私
た
ち
の
ま
ち
に
は
、地
域
住
民
の
相
談
相
手
に
な
る
な
ど
、地
域

福
祉
の
推
進
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る「
民
生
委
員・児
童
委
員
」と
、

主
に
児
童
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
活
動
し
て
い
る「
主
任
児
童
委
員
」

が
い
ま
す
。

　福
祉
に
関
す
る
悩
み
が
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
、厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
民
生
委
員・
児
童
委
員
の
活
動
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、５
月
12
日
㈭
か
ら
31
日
㈫
ま
で
、高
齢
者
な

ど
の
家
庭
へ
の
訪
問
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

友
愛
訪
問
活
動
を
行
い
ま
す

民
生
委
員・児
童
委
員
の
役
割

私
た
ち
の
ま
ち
の

民
生
委
員・児
童
委
員

問い合わせ先　福祉計画課 地域福祉担当　 （584）1111 （584）3090



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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　6億人を超す会員をもつ世界最大の

SNSのFacebook。インターネットを通

じて人と人とのつながりを支援するこの

システムが、「無縁社会」化を克服するの

に役立つともいわれて

います。

　使いこなすコツやア

イディアだけでなく、

ツールとしての可能性

が分かります。

良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
に
、県
で
は

屋
外
広
告
物
を
正
し
く
表
示
す
る
た
め「
福

岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
」を
定
め
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
に
は
、商
業
広
告
だ
け
で
な
く
、非
営
利

な
も
の
で
あ
っ
て
も
常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続
し
て

屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
広
告
物
は
、市
担
当
者
に
問
い
合
わ
せ
の

上
、屋
外
広
告
物
の
許
可
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象

▽
店
舗
に
付
随
し
て
、表
示
面
積
の
合
計
が
15
㎡
よ

り
大
き
い
看
板
な
ど

▽
店
舗
に
付
随
し
な
い
、す
べ
て
の
看
板
な
ど（
公
共

性
の
高
い
も
の
は
除
く
）

※　

詳
し
く
は
、福
岡
県
屋
外
広
告
物
条
例
お
よ

び
同
条
例
施
行
規
則（
福
岡
県

http://w
w
w.

pref.fukuoka.lg.jp/

）で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、申
請
に
関
す
る
様
式
な
ど
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
請
先　
市
都
市
計
画
課
計
画
担
当（
市
役
所
３
階
）

屋外広告物申請手続き
ご協力をお願いします

都市計画課 計画担当　 （584）1111 （584）1143

広告板

アーチ

広
告
塔

広

　
告

　
幕

突
出
看
板

は
り
札

突
出

立
看
板

巻
付
け

はり紙

壁面利用広告

壁面利用広告板

自動車の外面利用広告

電柱類利用広告

アドバルーン

屋上の
広告塔屋上利用

広 告 板

○○会社

○ ○ 会 社

つながり、つながる ーネットワークとＳＮＳー

　人と人とのつながりが希薄になり、誰

もが「一人ぼっち」になる傾向が進んでい

る日本社会の現実と未来。

　20年後には単身生活をする中高年が

増えて、自殺や孤独死の

急増が予測されるとか。

改善する手立てはあるの

か、いま何ができるのか、

どんな政策が有効かを考

えます。

　「無縁社会」などという言葉が聞かれる一方で、w
ウ ェ ブ

eb上で仲間の輪を広げるSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）に参加

する人も増えているとか。今回の震災でもメールやT
ツ イ ッ タ ー

witterが貴重な連絡手段になりました。

　手のひらの中のスマートフォン（多機能携帯電話）は、これから私たちにどんなつながりをもたらしてくれるのでしょうか。

『スマートフォン新時代―賢いケータイ

が社会を変える』   松
まつむら

村太
たろう

郎／著
ＮＴＴ出版　694.6マ【棚38】

『これ一冊で完全理解 f
フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook』 
　井

いのう え み か

上真花・佐
さとうしんいち

藤新一／著
日経ＢＰ社　547.4イ【棚59】

『無縁社会の正体―血縁・地縁・社縁は

いかに崩壊したか』   橘
たちばな

木俊
としあき

詔／著
ＮＴＴ出版　360タ【棚42】

　m
ミクシィ

ixiやFacebookなどのSNSが広が

ったのも、携帯電話の10台に1台というほ

どスマートフォンが普及してきたからと

いわれます。パソコンを常に身につけて

いるようなスマートフォ

ン。これから私たちの暮

らしやビジネスはどう変

わるのか？時代の行き先

が見えてきます。

問い合わせ先　春日市民図書館
（584）4646　 （584）3900

市

民図
書館から

～こんな本もありますよ～

△屋外広告物の例
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職
員
出
前
講
座「
あ
す
か
市

民
塾
」は
、市
が
準
備
し
た

講
座
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、市
民
の
皆

さ
ん
の
希
望
に
応
じ
て
、市
政
の

説
明
や
専
門
的
な
話
、情
報
な
ど

を
お
届
け
す
る
制
度
で
す
。

　

講
師
は
市
職
員
で
、講
師
料
は

無
料
で
す
。

利
用
可
能
者　

市
内
に
居
住
、勤

務
す
る
人
で
構
成
す
る
10

人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

利
用
可
能
日
時　
午
前
10
時
〜
午

後
９
時
の
う
ち
90
分
以
内

※　

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
問
い
ま

せ
ん
が
、業
務
の
都
合
な
ど
に

よ
り
、希
望
日
時
に
派
遣
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

利
用
可
能
場
所　
市
内

※　

会
場
の
手
配
や
準
備
に
つ

い
て
は
、す
べ
て
主
催
者
側
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

開
設
講
座　
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法　
希
望
日
の
１
週
間
前

（
◎
に
つ
い
て
は
１
カ
月

前
）ま
で
に
、地
域
づ
く
り

課（
市
役
所
４
階
）に
あ
る

専
用
の
申
込
書
で
申
し
込

む

※　

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
平成23年度職員出前講座「あすか市民塾」

市職員が講師として出向きます

地域づくり課 地域づくり担当　 （584）1111 （584）1153

※　内容について、詳しくは問い合わせてください。

◆行財政・計画 ◆街の整備
これからの春日（総合計画の概要） 地区街づくり活動の推進
春日市の行政改革 春日市の都市計画
市民意識調査から見えること 白水大池公園いまむかし
地方自治のしくみ 都市計画道路の役割
｢協働｣による市政運営（出前トーク・かすが市民懇話会） 連続立体交差及びそれに伴うまちづくりについて
春日市の家計を知ろう！ 下水道あなたとまちをむすぶみち

◆教育・学校 ◆安心な暮らし
特別支援教室とは? 春日市の水事情
ハロー！イングリッシュ!!（学校での外国語教育） 悪徳商法の被害にあわないために
「総合的な学習」ってな〜に? 高齢者の消費者トラブル回避術
地域の知恵袋（ゲストティーチャー制度） 防犯講座
確かな学力のために… 戸籍のしくみ
コミュニティスクールとは? 身近な税のおはなし
春日市における学校教育の現状とその方向 防災について

◆環境・緑 国民保護について
地球温暖化の話 学ぼう、交通安全
日常生活における騒音問題 防ごう、高齢者事故
犬の適正飼養 ◆市民活動・人権・男女共同参画
地域ねこ活動 やさしい広報紙づくり
学ぼう、正しいごみの出し方 よくわかる情報公開講座
古紙分別で燃えるごみの削減を これからの地域コミュニティ
3R（リデュース・リユース・リサイクル）でごみの削減を 男女共同参画社会とは
ごみ処理場（南部工場・リサイクルプラザ）を見学しよう 身近な人権問題
生ごみの減量方法について 暮らしの中の人権

◆健康・福祉 ◆生涯学習
障がい者支援について 元気ハツラツ子ども会活動
高齢者支援について 春日市の文化財
介護保険制度について 春日市の遺跡と出土品
生活習慣病の予防（メタボリックシンドロームについて）（◎） 奴国の王都を掘る
乳幼児期の健康（◎） 市内の前方後円墳
高齢者の介護予防について（◎） 水城跡とウトグチ瓦窯跡
春日市地域しあわせプラン2011 春日市の民俗と祭り

◆議会・選挙 ニュースポーツ出前講座
市議会のしくみ（議会棟において） 赤ちゃん絵本とわらべうた（子どもの本の楽しみ方）
選挙制度のあらまし 図書館バックヤードツアー

■講座名
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市
内
の
自
宅・事
業
所
内
の
樹
木
を
自

分
で
せ
ん
定
し
て
出
た
枝
葉
は
、

｢

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル｣

で
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

集
め
た
枝
葉
は
チ
ッ
プ
化
し
、ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
の
基
材
や
畑
の
マ

ル
チ
ン
グ
材
と
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
受
付

セ
ン
タ
ー
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

出
せ
る
も
の　

せ
ん
定
し
て
出
た
枝（
長

さ
90
㎝
・
直
径
15
㎝
以
内
）と
葉

※　

草
や
竹
、枯
木
、枯
葉
は｢

燃
え
る
ご

み｣

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
搬
入
す
る
場
合

リ
サ
イ
ク
ル
受
付
セ
ン
タ
ー
に
直
接

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。予
約
は
不
要

で
、指
定
の
袋・バ
ン
ド
も
い
り
ま
せ
ん
。

搬
入
日
時　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
平
日
）

搬
入
場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
白
水
ヶ
丘

１
ー
53
）

処
理
料（
税
込
）　

10
㎏
当
た
り
１
１
０
円

※　

長
さ
90
㎝
・
直
径
15
㎝
を
超
え

る
枝
に
つ
い
て
は
、同
セ
ン
タ
ー

（
（
５
９
２
）２
５
０
２
）に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

収
集
依
頼
す
る
場
合

地
区
の
担
当
収
集
業
者
に
電
話
で
予

約
し
、指
定
袋
か
指
定
バ
ン
ド
を
使
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格（
税
込
）

▽
指
定
袋　

３
枚
３
３
０
円

▽
指
定
バ
ン
ド　

３
本
３
３
０
円

販
売
場
所

▽
各
地
区
公
民
館

▽
ナ
フ
コ
春
日
店（
惣
利
６
ー
１
３
０
）

▽
ナ
フ
コ
春
日
フ
ォ
レ
ス
ト
シ
テ
ィ
店

（
大
字
上
白
水
１
３
１
５
ー
47
）

▽
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
春
日
原
店（
春
日

原
北
町
１
ー
３
ー
23
）

予
約
日
時　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
平
日
）

予
約
先（
各
地
区
の
担
当
収
集
業
者
）

▽
共
栄
資
源
管
理
セ
ン
タ
ー

（
５
９
２
）２
５
０
２

▽
ク
リ
ー
ン
春
日

（
５
８
２
）１
０
１
８

▽
春
日
総
業

（
５
９
２
）３
４
５
５

｢緑のリサイクル｣で出しましょう
自分でせん定した枝葉

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

白水小学校
ウトグチ瓦窯展示館

福田造園

共栄資源管理センター

白水ヶ丘

白
水
池

白水大池公園西

上白水池の下

Mr.Max

リサイクル受付センター
（共栄資源管理センター）

5月から、一部の地域で水道メーターの奇数月検針が始まります

　春日那珂川水道企業団では、奇数月検針地区と偶数月検
針地区の2地区に分けた水道メーターの検針を5月から実
施します。
　これにより、奇数月検針地区の皆さんには、5月使用分（5
月21日〜月末検針分）の1カ月分の料金を、6月に請求する
こととなります。その後は、奇数月検針を継続します。
変更地区（奇数月検針地区）　桜ヶ丘、日の出町、須玖北、須

玖南、岡本、弥生、小倉、小倉東、原町、春日、大谷、伯玄
町、若葉台西、若葉台東、ちくし台、紅葉ヶ丘西、紅葉ヶ
丘東、昇町、大和町、宝町、光町、千歳町、春日原東町、春
日原南町、春日原北町、春日公園、惣利、平田台

※　上記以外の地区については、偶数月検針地区として従
来どおり変更はありません。
詳しくは、同企業団広報紙「水レター」5月号を見てく
ださい。

問い合わせ先　同企業団料金課
　　 （571）7002　 （574）4988

市下水道課からのお知らせ
　5月から、水道企業団の水道メーターの検針月・請
求月が一部の地域で変わることに伴い、春日市から
直接下水道使用料を請求している人（井戸使用者な
ど）で、水道企業団の奇数月検針地区に該当する人に
ついても、同様に変更となります。
問い合わせ先　市下水道課庶務担当
　　 （584）1111　 （584）1143
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５
月
８
日
㈰
に
、市

内
全
域
で
春
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
、日
頃
利
用
し

て
い
る
道
路
や
公
園
な
ど

を
き
れ
い
に
す
る
と
と
も

に
、「
ポ
イ
捨
て
防
止
」な

ど
市
民
一
人
一
人
の
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
も
目
指
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、家
族
そ
ろ
っ
て

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

※　

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
便

乗
し
て
、家
庭
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、団
地
な
ど
か

ら
自
転
車
や
陶
器
・
金

属
類
、粗
大
ご
み
な
ど

を
出
す
こ
と
は
、絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

春のクリーン作戦
みんなできれいなまちづくり

春日市自治会連合会事務局（市ごみ減量推進課内） 　 （584）1111 （584）1147

気軽に相談してください
定例行政相談

　毎日の暮らしの中で、国の仕事など
についての苦情や要望はありませんか。
　行政相談委員は、地域の皆さんの身
近な相談相手として、行政サービスに
関する相談や行政の仕組み・手続きに
関する相談を受け付け、相談者への助
言や関係行政機関への通知などを行っ
ています。
　相談は無料で、予約も不要です。
相談日時　毎月第4火曜日
午前10時〜午後3時

場所　市役所2階201会議室
相談員　片

かたの
野明

あきこ
子さん、原

はら
　文

ふみお
夫さん

問い合わせ先　情報政策課情報公開広
報担当
（584）1111　 （584）1142

「
電
話
お
願
い
手
帳
」は
、耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人

が
、外
出
先
な
ど
で
周
囲
の
人
に
電
話
連
絡
な

ど
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
き
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、「
ふ
れ
あ
い
速
達
便
」は
、フ
ァ
ッ
ク
ス
を
簡
単
に
使

う
た
め
の
送
信
用
紙
で
す
。

　

こ
の
手
帳
な
ど
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
発
行
し
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
各
支
店
や
地
方
公
共
団
体
、福
祉
団

体
な
ど
を
通
じ
て
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。市
福
祉
支
援

課
窓
口
に
も
置
い
て
お
り
、必
要
な
人
は
自
由
に
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
手
帳
を
持
っ
た
人
が
困
っ
て
い
た
ら
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「電話お願い手帳」と「ふれあい速達便」
ご協力をお願いします

福祉支援課 障がい担当 　 （584）1111 （584）3090

市
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、４
月
下
旬
に
調
査
票
を

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象・人
数（
無
作
為
抽
出
）

①
平
成
23
年
４
月
１
日
時
点
で
、要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う

ち
、介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
・７
０
０
人

②
平
成
23
年
４
月
１
日
時
点
で
、要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
除

く
、65
歳
以
上
の
人
・
１
５
０
０
人

※　

①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ

れ
調
査
票
が
異
な
り
ま
す
。

目
的

▽
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画（
平
成
24
〜
26
年
度
）策
定
の

た
め
の
分
析
・
統
計
な
ど
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
し
、今
後
の
事
業
計
画
に

役
立
て
る
た
め

▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
事
業
な
ど

が
特
に
必
要
で
あ
る
対
象
者
に
対
し
、

情
報
提
供
や
指
導
な
ど
の
支
援
を
円
滑

に
行
う
た
め

調
査
方
法　

５
月
13
日
㈮
ま
で
に
、市
か

ら
郵
送
す
る
調
査
票
に
記
入
の

上
、返
送
す
る

※　

本
人
に
よ
る
記
載
が
困
難
な
場
合

は
、介
護
者
な
ど
が
回
答
し
て
く
だ
さ

い
。

高齢者アンケート調査を実施
ご協力をお願いします

高齢課 高齢者支援担当 　 （584）1111 （584）3090
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、生
後
91
日

以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人
に

は
、犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

犬
の
登
録

登
録
す
る
と
、鑑
札
を
交
付
し
ま
す
。

一
度
の
登
録
で
、生
涯
有
効
で
す
。

登
録
料　
１
頭
３
０
０
０
円

※　

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
で

前
住
所
地
で
犬
の
登
録
を
し
て
い
る

人
は
、登
録
の
変
更
を
市
環
境
課（
市

役
所
３
階
）で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、市
内
各

地
で
集
団
注
射
を
行
っ
て
い
ま
す
。犬

の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
、毎
年
１
回

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
や
登
録
の
変
更
な
ど
も
受

け
付
け
ま
す
。

な
お
、犬
の
体
調
不
良
な
ど
で
今
回

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、後
日
、か

か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
程（
５
月
分
）　

左
表
の
と
お
り

注
射
料
金　

１
頭
３
０
５
０
円（
動
物

病
院
の
場
合
は
異
な
る
）

※
１　

お
つ
り
が
な
い
よ
う
に
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

※
２　

会
場
に
は
、必
ず
犬
を
制
御
で

き
る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ

い
。

飼い犬の登録と狂犬病予防注射
生後91日がたったら忘れずに

環境課 生活環境担当 　 （584）1111 （584）1147

期日 時間 会場

17日㈫

午前  9時10分〜  9時50分 桜ヶ丘地区公民館
午前10時  5分〜10時40分 岡本地区公民館
午前10時55分〜11時35分 弥生地区公民館
午後  1時20分〜  2時20分 下白水南地区公民館
午後  2時35分〜  3時35分 泉地区公民館

20日㈮

午前  9時10分〜  9時30分 春日公園地区公民館
午前  9時45分〜10時45分 ちくし台地区公民館

午前11時00分〜11時30分 大土居地区公民館
（浦の原集会場）

午後  1時20分〜  2時30分 天神山地区公民館
午後  2時45分〜  3時35分 白水ヶ丘地区公民館

23日㈪

午前  9時10分〜  9時35分 千歳町地区公民館
午前  9時55分〜10時25分 日の出町地区公民館
午前10時40分〜11時30分 須玖北地区公民館
午後  1時20分〜  2時00分 須玖南地区公民館

午後  2時20分〜  3時30分
ふれあい文化セン
ター第2駐車場

（市民図書館下）
※1　雨天時も実施します。
※2　住んでいる地区以外の会場でも受けることができます。

■5月の日程

平
成
24
年
４
月
、太
宰
府

市
に
新
設
特
別
支
援

学
校（
仮
称
）が
開
校
し
ま
す
。

　

知
的
障
が
い
教
育
部
門

（
小・中・高
）、肢
体
不
自
由
教

育
部
門（
小・
中・
高
）を
併
置

す
る
学
校
で
す
。開
校
に
当

た
り
、学
校
の
説
明
会
と
就

学
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、特
別
支
援
学
校
在

籍
者
に
つ
い
て
は
、別
途
、説

明
会
お
よ
び
就
学
相
談
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
の
条

件
に
該
当
す
る
人

▽
新
設
校
へ
の
転
入
学
を
希

望
ま
た
は
検
討
す
る
幼

児
、児
童
、生
徒
の
保
護
者

▽
新
設
校
高
等
部
受
験
を
希

望
ま
た
は
検
討
す
る
、中

学
校
を
卒
業
し
た
人
ま
た

は
平
成
24
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
生
徒
の
保
護
者

説
明
会（
筑
紫
地
区
対
象
）

日
時　
５
月
24
日
㈫

午
後
２
時
〜
３
時

30
分（
受
付
：
午

後
１
時
30
分
〜
）

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
５
０
８
研
修
室

（
原
町
３
ー
１
ー

７
）

就
学
相
談
な
ど（
個
別
）

日
時　

７
月
22
日
㈮
・
25

日
㈪
・
26
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
の
う
ち
50
分

場
所　
春
日
市
役
所
４
階

４
０
４
・
４
０
５
・

４
０
６
会
議
室

申
込
方
法　

小
・
中
学
校

や
幼
稚
園
、保
育

所
な
ど
に
直
接
申

し
込
む

※　

詳
し
く
は
福
岡
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
県
義
務
教
育
課
新
設

特
別
支
援
学
校
設
立
準
備

室

　

（
６
４
３
）３
９
３
２

　

（
６
４
３
）３
９
１
２

▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育
担

当

　

（
５
８
４
）１
１
１
１

　

（
５
８
４
）１
１
５
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
福
岡
県

http://w
w
w
.pref.fuku

oka.lg.jp/

福岡県立新設特別支援学校（仮称）
説明会・就学相談などを行います

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153
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市
教
育
委
員
会
で
は
、平
成

24
年
４
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
子
ど
も
の
身
体
面
・
知
的

面
ま
た
は
情
緒
面
で
就
学
に
不
安

の
あ
る
人
を
対
象
に
、進
路
学
習

会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
16
日
㈪
・
20
日
㈮

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※　

両
日
と
も
、内
容
は
同
一
で

す
。

場
所　
春
日
市
役
所
大
会
議
室

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
予
約

す
る

予
約
専
用
電
話

（
５
８
４
）１
１
２
９

進路学習会
相談してみませんか

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

シルバー人材センター
名称を変更

　春日市シルバー人材センターは、新公益法人
制度への対応のため、福岡県から公益認定を受
けました。
　これに伴い、4月1日から、名称を「公益社団法
人 春日市シルバー人材センター」に変更しまし
たので、お知らせします。
問い合わせ先　公益社団法人 春日市シルバー

人材センター（松ヶ丘1ｰ5）
（596）1826　 （596）1827

福
岡
県
の
事
業
で
あ
る
西
鉄
天

神
大
牟
田
線（
春
日
原
〜
下

大
利
）高
架
化
工
事「
連
続
立
体
交
差

事
業
」の
事
業
期
間
延
長（
平
成
33
年

度
事
業
完
了
）に
伴
い
、春
日
市
の
事

業
で
あ
る
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業

の
事
業
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
、

事
業
を
変
更
し
て
具
体
的
に
進
め
る

上
で
の
県
知
事
の
同
意（
変
更
認
可
）

を
得
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、本
格
的
に
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。周
辺
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
、変
更
内
容
な
ど
の
説
明
会
を

５
月
末
頃
に
予
定
し
て
い
ま
す
。ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
期
間

▽
変
更
前

　

平
成
14
年
度
〜
平
成
26
年
度

▽
変
更
後

　

平
成
14
年
度
〜
平
成
34
年
度（
８

年
間
の
延
長
）

認
可
路
線　

春
日
原
駅
前
線
、側
道

春
日
原
１
号
線
、側
道
春
日

原
３
号
線

※　

側
道
春
日
原
２
号
線
と
側
道
春

日
原
４
号
線
は
未
認
可
で
す
。

事
業
内
容　
西
鉄
春
日
原
駅
の
駅
前

広
場
や
周
辺
道
路
の
整
備
を

行
う
こ
と
で
、交
通
渋
滞
や

駐
車
場
不
足
に
よ
り
悪
化
し

た
交
通
環
境
の
改
善
や
交
通

拠
点
機
能
の
強
化
、周
辺
地

区
の
防
災
機
能
の
強
化
を
図

り
、市
の
玄
関
口
と
し
て
よ

り
魅
力
的
な
も
の
に
す
る

春日原駅周辺整備事業、事業期間の延長
西鉄春日原駅周辺のまち並みが生まれ変わります

都市計画課 連立まちづくり担当 　 （584）1111 （584）1143

東口駅前広場

西鉄春日原駅

西口駅前広場（バス）
春日原駅前線 L＝330m

側道春日原3号線

西鉄天神大牟田線
（連続立体交差事業）

L＝3.3km

側道春日原4号線

側道春日原2号線 側道春日原1号線

東口駅前広場

西口駅前広場

大牟田方面→←天神方面
西鉄春日原駅

△西鉄春日原駅バス停の現況△西鉄春日原駅周辺イメージ図

△全体計画図
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普通自動車税
納期限内納付を
　4月1日現在の普通自動車
所有者に、「平成23年度自動
車税納税通知書」を送付しま
す。
　自動車税の納付期限は5月
31日です。期限までに納付を
お願いします。
納付期限　5月31日㈫
納付・問い合わせ先　筑紫県

税事務所自動車税係
　　 （513）5576

平
成
22
年
度
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の

実
績
値（
対
前
年
比
０
・
７
％
の
下

落
）に
基
づ
き
、児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
手
当
額
が
、平
成
23
年
４
月
分

か
ら
改
定（
現
在
の
額
よ
り
０
・
４
％
の
引
き

下
げ
）さ
れ
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当（
改
訂
後
）

▽
全
部
支
給　

月
額
４
万
１
５
５
０
円

※　

平
成
22
年
度
は
４
万
１
７
２
０
円
で

し
た
。

▽
一
部
支
給　

月
額
４
万
１
５
４
０
円
〜

９
８
１
０
円

※　

平
成
22
年
度
は
４
万
１
７
１
０
円
〜

９
８
５
０
円
で
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当（
改
訂
後
）

▽
重
度（
１
級
）　

月
額
５
万
５
５
０
円

※　

平
成
22
年
度
は
５
万
７
５
０
円
で
し

た
。

▽
中
度（
２
級
）　

月
額
３
万
３
６
７
０
円

※　

平
成
22
年
度
は
３
万
３
８
０
０
円
で

し
た
。

児童扶養手当・特別児童扶養手当
手当額が改定されます

こども未来課 母子児童担当 　 （584）1111 （584）1115

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
や
よ
い
」の
車
内
掲

示
板
に
掲
載
す
る
広
告
を
募

集
し
ま
す
。

　

市
内
を
く
ま
な
く
運
行
し

て
い
る「
や
よ
い
」の
車
内
に

広
告
を
掲
載
し
、店
舗
の
案

内
や
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど

に
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

掲
載
可
能
な
広
告　

Ａ
３
サ

イ
ズ
横
向
き
で
、ラ

ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
た

も
の

利
用
料
金（
１
枠
当
た
り
）　

１
カ
月
６
０
０
０
円

掲
載
期
間　
１
カ
月
を
単
位

と
し
、１
回
の
申
請

に
つ
き
最
長
３
カ
月

掲
載
可

申
込
方
法

①
事
前
審
査

掲
載
希
望
前
月
の
１
日

か
ら
20
日
ま
で
に
、都
市

計
画
課
お
よ
び
西
鉄
バ
ス

二
日
市
㈱
へ
、必
要
事
項

（
申
請
者
氏
名
・
連
絡
先
、

掲
載
希
望
期
間
）を
記
入

し
た
も
の
と
掲
載
を
希
望

す
る
掲
示
物（
Ａ
３
サ
イ

ズ
）を
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、都
市
計
画
課
で

掲
載
の
可
否
を
判
断
し
、

連
絡
し
ま
す
。

　

事
前
審
査
申
込
先

▽
都
市
計
画
課

（
５
８
４
）１
１
４
３

▽
西
鉄
バ
ス
二
日
市
㈱

（
５
９
５
）６
４
８
５

②
西
鉄
窓
口
で
の
申
し
込
み

事
前
審
査
後
、西
鉄
バ

ス
二
日
市
㈱
の
窓
口
で
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

持
っ
て
く
る
物　

申
込

書
、ラ
ミ
ネ
ー
ト

加
工
を
し
た
掲
示

物
７
部
、利
用
料

金

※　

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、詳
細
に
つ
い
て
も

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

西
鉄
バ
ス
二

日
市
㈱（
大
野

城
市
大
字
牛う
し

頸く
び

２
４
７
３
ー
12
）

　

（
５
９
５
）６
４
７
５

　

（
５
９
５
）６
４
８
５

広告を掲載しませんか
コミュニティバス「やよい」

都市計画課 計画担当 　 （584）1111 （584）1143

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★ ★
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

「白水大池公園星の館」が開館
　4月1日、白水大池公園に天体観測施設「白水大池公園星
の館
やかた
」が開館しました。開館時は、天文指導員と天文ボラン

ティアが常駐しています。
開館日　毎週金・土・日曜日（12月28日〜1月4日を除く）
開館時間　午後2時〜9時
※　6月1日〜9月15日の夏季期間は、午後9時30分まで開
館します。

また、天文現象観測などのため、臨時開館や開館時間の
延長をする場合がありま
す。

問い合わせ先　社会教育課
社会教育担当
（575）4121　
（593）7380
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３
月
11
日
に
発
生
し
た「
東
日
本
大
震
災
」に
関
す
る
市

の
被
災
地
支
援
に
つ
い
て
、４
月
１
日
現
在
の
状
況

を
報
告
し
ま
す
。

市
民
義
援
金
を
送
金

３
月
14
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
に
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を
、４
月
１
日
に
春
日
市
民
義
援
金

（
第
一
次
分
）と
し
て
送
金
し
ま
し
た
。

春
日
市
電
設
協
力
会
、春
日
市
建
設
業
協
力
会
、春
日
市

水
利
組
合
連
合
会
、春
日
市
緑
樹
協
同
組
合
、春
日
市
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
、春
日
市
自
治
会
連
合
会
、そ
の
他
市
内
の

企
業
や
団
体
、自
治
会
、個
人
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
善
意

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

送
金
額　

９
０
９
万
１
２
０
０
円（
う
ち
市
職
員
分
１
８
７

万
８
１
３
９
円
）

送
金
先

▽
日
本
赤
十
字
社

４
５
４
万
５
６
０
０
円

▽
社
会
福
祉
法
人
中
央
共
同
募
金
会

４
５
４
万
５
６
０
０
円

※　

今
後
、こ
の
義
援
金
は
、両
団
体
を
通
じ
て
被
災
者
に
配

分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。な
お
、義
援
金
は
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。

救
援
物
資（
食
料
）を
被
災
地
へ
搬
送

３
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
の
２
日
間
で
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
救
援
物
資
と
し
て
食
料
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
75
箱
分
も
の
食
料
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、他
で
集
め
ら
れ
た
救
援
物
資
と
一
緒
に
、福

岡
県
を
通
じ
て
３
月
末
ま
で
に
被
災
地
に
送
り
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東日本大震災の被災地支援について
報告します

春日市救援対策本部（総務課内） 　 （584）1156（直通） （584）1145

義援金の税制上の優遇措置について
　市に寄せられた義援金が、税制上の優遇措置を受
けられるようになりました。
　希望する人は、所得税の確定申告などの際に必要
となる「預り証」を交付しますので、義援金を募金す
る際に窓口で申し出てください。
　なお、すでに「受付書」の交付を受けている人で、税
制上の優遇措置の希望がある人は、窓口で「預り証」
と交換します。
問い合わせ先
▷預り証について　春日市救援対策本部（総務課内）
　 （584）1156　 （584）1145
▷税制上の優遇措置について　税務課市民税担当
　 （584）1111　 （584）1141

△寄せられた救援物資

△救援物資受付の様子

被災地へ職員を派遣しました
　市は、被災地の下水道施設被災状況調査のため、九州ブ
ロック第1次調査班の一員として、都市整備部職員2人を3
月28日から4月5日まで被災地に派遣しました。
　派遣職員の報告によると、最初の派遣地である宮城県亘
理町は沿岸部のため、地震による揺れと津波によって家屋
2600棟あまりが全半壊するなど、壊滅的な被害を受けて
いたとのこと。
　次に派遣された白石市は内陸部のため津波の被害はな
かったものの、地面の液状化現象などにより、下水道管をは

じめ処理施設にも甚大な被害があり、両団体ともに、復旧に
は相当な時間がかかる見込みだということでした。
　本格的な復興作業はこ
れからが本番です。市は、
今後とも被災地の支援に
取り組んでいきます。
　市民の皆さんの一層の
ご理解とご協力をよろし
くお願いします。 △井上市長に支援活動の報告を行う

　派遣職員
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「
お
宝
文
化
人
」

木
彫
展
開
催

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
の
渡わ
た
な
べ邉
よ
う
こ子

さ
ん
が
主
催
す
る
木
彫
展
で
す
。渡
邉

さ
ん
と
、教
室
生
の
木
彫
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈬
〜
22
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※　

最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
で

す
。

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

問
い
合
わ
せ
先

▽
林は

や
し
だ田

　

（
５
８
２
）３
４
３
１

▽
安あ

ん
ど
う東

　

０
９
０（
５
０
８
３
）６
９
５
２

　

（
５
０
１
）５
３
１
０（

兼
用
）

「
お
宝
文
化
人
」作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

５
月
の
お
知
ら
せ

　

お
宝
文
化
人
の
作
品
や
活
動
写
真
な

ど
を
月
替
わ
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

ロ
ビ
ー（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

谷た
に　

周
し
ゅ
う
ご
う剛
さ
ん
の
安や
す
き
ぶ
し

来
節

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

卓
球
教
室

参
加
者
募
集

　

運
動
不
足
解
消
や
健
康
の
た
め
に
、

卓
球
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。初
心
者
も

歓
迎
し
ま
す
。

対
象　

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
人

日
時　

５
月
18
日
㈬
〜
６
月
11
日
㈯
の

毎
週
水
・
土
曜
日（
全
８
回
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球

場（
大
谷
６
ー
28
）

受
講
料　

４
０
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
含
む
）

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、上
靴
と

ラ
ケ
ッ
ト（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

５
月
12
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
明
記
し
て
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

松ま
つ
お尾
容よ
う
こ子

（
〒
816
ー
０
８
２
６
小
倉
東

２
ー
19
ー
10
ー
４
０
２
）

（
５
８
２
）０
５
４
６（

兼
用
）

第
28
回
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
、春
日
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
の
会
員
、近
隣

地
域
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

会
員

日
時　

６
月
12
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技

場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目（
い
ず
れ
も
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
級
）

▽
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
ダ
ブ
ル
ス

※　

参
加
者
数
に
よ
り
、種
目
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費（
１
人
１
種
目
）

▽
一
般　

１
２
０
０
円

▽
中
学
生
・
高
校
生　

８
０
０
円

定
員　

２
５
０
人
程
度（
申
込
多
数
の

場
合
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
23
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

（
学
校
名
・
学
年
）、性
別
、電
話

番
号
、出
場
種
目（
ラ
ン
ク
）を

明
記
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会　

松ま
つ
ぞ
え添
サ
エ

子こ
（
〒
816
ー
０
８
２
５
伯
玄
町

２
ー
57
ー
２
０
２
）

（
５
９
３
）４
５
５
７（

兼
用
）

第
９
回

春
日
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
、ま
た
は
春
日

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
に
所
属

し
て
い
る
人

日
時　

５
月
22
日
㈰（
雨
天
時
は
29
日

㈰
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
受
付
：

午
前
８
時
30
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

一
般
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
Ａ
・
Ｂ
）ク
ラ
ス

参
加
費　

１
組
２
０
０
０
円

※　

同
大
会
の
成
績
は
、県
民
体
育
大

会
の
選
手
選
考
の
資
料
と
し
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
10
日
㈫
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ペ
ア
の
住
所
・

氏
名
・
勤
務
先（
学
校
名
）・
電
話

番
号
を
伝
え
る

※　

ペ
ア
が
つ
く
れ
な
い
人
は
、問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
盟　

宮み
や
も
と本

（
５
８
２
）６
２
８
６（

兼
用
）

岡
本
遺
跡
コ
ー
ス
を
歩
こ
う

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー（
運
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）と
一
緒
に
楽
し
く
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。体
力
に

合
わ
せ
て
７
km
と
４
・
５
km
の
２
コ
ー

ス
か
ら
選
べ
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

５
月
11
日
㈬（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

集
合
場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ロ

ビ
ー（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

※　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
帽
子
を
持
っ
て
、

歩
き
や
す
い
服
装
、運
動
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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情報ひろば

赤
十
字
健
康
生
活
支
援
講
習

支
援
員
養
成
講
習

　

高
齢
者
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、誰
も
が
家
庭
や
地
域
社
会
の
中

で
支
援
、介
護
で
き
る
方
法
を
学
ぶ
講

習
会
で
す
。

対
象　

満
15
歳
以
上
の
人

※　

実
技
が
で
き
る
服
装（
ズ
ボ
ン
な

ど
）で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
28
日
㈫
〜
30
日
㈭（
３
日

間
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場　

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

内
容

▽
高
齢
者
の
健
康
と
安
全

▽
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
支
援

▽
日
常
生
活
に
お
け
る
介
護

▽
学
科
検
定（
希
望
者
）

受
講
料　

１
０
０
０
円（
教
材
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈪
〜
６
月
６
日

㈪
に
、往
復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号（
必
ず
連

絡
が
と
れ
る
も
の
）、講
習
名
、

開
催
日
、会
場
名
を
明
記
し
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
部
福

祉
推
進
課（
〒
815
ー
８
５
０
３

福
岡
市
南
区
大お

お
ぐ
す楠
３
ー
１
ー

１
）

（
５
２
３
）１
６
１
７

（
５
２
１
）２
５
５
２

http://w
w
w
.fukuoka.jrc.or.jp

き
ま
せ
ん
。

　

献
血
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、献
血
の
採
血
基
準
に
つ
い
て
、

一
部
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
19
日
㈭

▽
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
福
祉
計

画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
10
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白し
ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

講
演　
「
〜
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
〜
病

気
の
理
解
と
つ
き
あ
い
方
」

講
師　

園そ
の
も
と本　

建け
ん

さ
ん（
雁
の
巣
病
院

診
療
部
長
）

申
込
方
法　

当
日
の
午
前
中
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

（
５
１
３
）５
５
８
５

（
５
１
３
）５
５
９
８

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

相
談
・
迅
速
検
査

　

性
感
染
症
に
関
す
る
相
談
・
検
査
を

行
い
ま
す
。検
査
は
匿
名
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時　

６
月
７
日
㈫

　
　
　

午
後
５
時
〜
８
時

場
所　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

検
査
・
相
談
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・
性

器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

※　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
検
査
結
果
は
当
日
、梅

毒
と
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
の
検

査
結
果
は
１
週
間
後
、直
接
本
人
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所
保
健
衛
生

課
感
染
症
係

（
５
８
２
）２
５
２
２

（
５
１
３
）５
５
９
８

食
中
毒
が
多
発
す
る
季
節
で
す

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

食
中
毒
が
多
発
す
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。次
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、食
中

毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

▽
食
品
の
購
入

　

肉
、魚
、野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

は
、新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
、表
示
の

あ
る
食
品
は
消
費
期
限
な
ど
を
確
認

し
、購
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食

品
は
最
後
に
購
入
し
て
、す
ぐ
に
帰

宅
し
ま
し
ょ
う
。

▽
食
品
の
保
存

　

冷
蔵
や
冷
凍
の
必
要
な
食
品
は
、

す
ぐ
に
冷
蔵
庫（
５
℃
以
下
）や
冷
凍

庫（
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
）に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

▽
下
準
備

　

肉
、魚
、卵
な
ど
を
扱
っ
た
後
は
、

手
を
洗
い
、包
丁
や
ま
な
板
は
熱
湯

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▽
調
理

　

加
熱
調
理
食
品
は
、十
分
に
加
熱

（
中
心
部
を
75
℃
で
１
分
間
以
上
加

熱
）し
ま
し
ょ
う
。調
理
食
品
は
室
温

に
放
置
す
る
と
、細
菌
が
付
着
・
増
殖

す
る
の
で
、冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

▽
食
事

　

食
事
の
前
に
は
、手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

▽
残
っ
た
食
品

　

残
っ
た
食
品
を
温
め
る
と
き
は
、

加
熱
の
む
ら
が
な
い
よ
う
に
十
分
に

加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
保
健
衛
生
課

（
５
１
３
）５
５
８
２

（
５
１
３
）５
５
９
８

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

平
成
23
年
度
総
会

　

同
会
の
前
年
度
活
動
報
告
や
本
年
度

活
動
計
画
な
ど
の
発
表
と
懇
親
会
を
行

い
ま
す
。

　

託
児
も
あ
り
ま
す
。ひ
と
り
親
家
庭
の

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

母
子（
寡
婦
・
父
子
を
含
む
）家

庭
の
親
ま
た
は
同
会
会
員

※　

入
会
を
希
望
す
る
人
は
、年
会
費

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯

▽
総
会　

午
後
６
時
30
分
〜（
受
付
：
午

後
６
時
〜
）

▽
懇
親
会　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

※　

弁
当
を
準
備
し
ま
す
の
で
、事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

白
水
大
池
公

園「
虹
の
売
店
」

（
５
９
６
）９
９
２
５（

兼
用
）

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、血
液
は
長

期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
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思
春
期
精
神
保
健
福
祉
講
座

ひ
き
こ
も
り
家
族
講
座

日
時　

６
月
９
日
㈭

午
後
３
時
〜
５
時（
受
付
：
午
後

２
時
30
分
〜
）

場
所　

筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

（
大
野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー

25
）

講
演　
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
の
基
礎

知
識
〜
家
族
に
で
き
る
こ
と

〜
」

参
加
費　

無
料

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

（
５
１
３
）５
５
８
５

（
５
１
３
）５
５
９
８

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
中
級（
夜
間
）講
習
会

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
自
立

促
進
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

科
目　

パ
ソ
コ
ン
中
級（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

対
象　

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
寡
婦

で
、求
職
あ
る
い
は
転
職
を
希

望
し
て
い
る
人

期
間　

６
月
２
日
㈭
〜
22
日
㈬（
平
日
・

計
12
日
）

時
間　

午
後
６
時
〜
９
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

※　

宿
泊
費
・
食
費
・
保
険
料
な
ど
を
含

み
ま
す
。

定
員　

30
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

５
月
31
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

後
日
、申
込
書
な
ど
の
関
係
書
類

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
５
８
４
）３
９
２
２

（
５
８
４
）３
９
２
３

福
岡
県
肢
体
不
自
由
児

療
育
キ
ャ
ン
プ

○
進
行
性
筋
萎
縮
症
児
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
進
行
性
筋

萎
縮
症
児
と
そ
の
保
護
者

期
日　

７
月
23
日
㈯
〜
24
日
㈰（
１

泊
２
日
）

場
所　

国
民
宿
舎「
ひ
び
き
」（
宗
像

市
鐘か

ね
ざ
き崎

79
ー
６
）

定
員　

30
人

○
海
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
小
学
３
年

生
〜
中
学
生
の
在
宅
肢
体
不

自
由
児

期
日　

８
月
11
日
㈭
〜
13
日
㈯（
２

泊
３
日
）

場
所　

県
立
少
年
自
然
の
家「
玄

海
の
家
」（
宗
像
市
神

こ
う
の
み
な
と湊

１
２
７
６
）

定
員　

50
人

○
山
の
キ
ャ
ン
プ

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
小
学
３
年

生
〜
中
学
生
の
在
宅
肢
体
不

受
講
料　

３
１
５
０
円
程
度（
テ
キ
ス

ト
代
）

定
員　

20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

※　

申
し
込
み
が
半
数
以
下
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。

託
児　

１
歳
〜
未
就
学
児（
要
予
約
）

申
込
方
法　

５
月
18
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、所
定
の
申
込
書
を
送
る

※　

申
込
書
は
、同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所
２
階
）に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
816
ー

０
８
０
４
原
町
３
ー
１
ー
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

（
５
８
４
）３
９
３
１

（
５
８
４
）３
９
２
３

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

母
と
子
の
キ
ャ
ン
プ

　

一
流
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
の
協
力
の
も

と
、野
外
で
作
る
本
格
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

原
則
５
歳
〜
中
学
生
の
子
ど
も
を

持
つ
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
と
子

日
時　

７
月
２
日
㈯
午
後
０
時
30
分
〜

３
日
㈰
午
後
１
時（
１
泊
２
日
）

※　

現
地
集
合
、現
地
解
散
で
す
。

場
所　

国
立
夜
須
高
原
青
少
年
自
然

の
家（
朝
倉
郡
筑
前
町
三さ

ん
が
や
ま

箇
山

１
１
０
３
）

参
加
費

▽
大
人　

１
人
４
０
０
０
円

▽
子
ど
も　

１
人
１
５
０
０
円

自
由
児

期
日　

８
月
25
日
㈭
〜
27
日
㈯（
２

泊
３
日
）

場
所　

や
す
ら
ぎ
荘（
朝
倉
郡
筑
前

町
大
字
三さ

ん
が
や
ま

箇
山
）

定
員　

30
人

※　

海
・
山
の
キ
ャ
ン
プ
は
、状
況
に

よ
っ
て
は
高
校
生
で
も
参
加
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
６
日
㈮
〜
20
日
㈮

（
消
印
有
効
）に
、申
込
用
紙
を

提
出
す
る

※　

申
込
用
紙
は
、市
福
祉
支
援
課
窓

口（
市
役
所
１
階
）ま
た
は
筑
紫
保
健

福
祉
環
境
事
務
所（
大
野
城
市
白し

ら
き木

原ば
る

３
ー
５
ー
25
）に
あ
り
ま
す
。

な
お
、申
込
多
数
の
場
合
は
専
門

の
医
師
に
よ
る
書
類
審
査
後
、抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
肢

体
不
自
由
児
協
会

（
６
４
３
）３
２
６
４

（
６
４
３
）３
３
０
４

５
月
12
日
は
看
護
の
日
で
す

「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」

　

県
で
は
、「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心

に
」を
テ
ー
マ
に
、看
護
の
日
に
ち
な
ん

で「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま

す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

５
月
14
日
㈯

正
午
〜
午
後
４
時

場
所　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福
岡
市

東
区
馬ま

い
だ
し出
４
ー
10
ー
１
）

内
容　

看
護
体
験
川
柳
の
掲
示
、Ａ
Ｅ

Ｄ
体
験
、健
康
相
談
、進
路
相

談
、式
典
・
記
念
講
演

定
員　

約
５
０
０
人

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
医
療
指
導
課

看
護
指
導
係

（
６
４
３
）３
２
７
６

（
６
４
３
）３
２
７
７

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
、精
神
保
健

福
祉
手
帳
、療
養
手
帳
を
有
し
、

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録

を
行
っ
て
い
る
人
で
、介
護
を

必
要
と
せ
ず
身
辺
処
理
が
で
き

る
人

訓
練
コ
ー
ス　

パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科

日
時　

７
月
５
日
㈫
〜
９
月
28
日
㈬

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※　

主
に
日
曜
日
、祝
日
は
休
講
で
す
。

場
所　

太
宰
府
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
太
宰
府
市
白し

ら
か
わ川
２
ー
10
）

受
講
料　

約
１
万
円（
教
材
費
）

※　

資
格
取
得
の
た
め
の
検
定
受
験
料

が
、別
途
必
要
で
す
。

定
員　

15
人

※　

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
訓
練
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月
26
日
㈭
ま
で
に
、最

寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０
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情報ひろば

お
出
か
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

「
は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん
」

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
出

か
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で
、親
子
あ

そ
び
や
保
護
者
同
士
の
交
流
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　

２
〜
６
カ
月
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
で
、２
回
と
も
参
加
で

き
る
親
子

日
時　

５
月
24
日
㈫
・
31
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　

親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）

定
員　

10
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
・
居
住
地
区
・
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

家
庭
倫
理
の
会
ふ
く
お
か
市

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

　

子
育
て
に
大
切
な
こ
と
や
家
族
の
絆

の
深
さ
な
ど
を
学
び
、家
庭
力
の
向
上

に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、託
児（
無
料
・
先
着

30
人
・
要
予
約
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

日
時　

５
月
18
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
Ｃ（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

講
師　

神か
ん
だ田
暎あ
き
こ子
さ
ん（
㈳
倫
理
研
究

所
専
任
講
師
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

小お
ぐ
す楠

０
９
０（
１
０
８
９
）６
１
８
８

（
５
９
５
）０
６
４
６

筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会

総
会
・
講
演
会

　

原
子
爆
弾
に
よ
る
被
害
者
や
そ
の
家

族
の
健
康
、生
活
相
談
や
核
兵
器
廃
絶
、

平
和
の
大
切
さ
を
広
く
継
承
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、総
会
お
よ
び
講

演
会
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

広
島
・
長
崎
で
被
爆
し
た
人
と

家
族
、遺
族
、二
世（
代
理
可
）

日
時　

５
月
15
日
㈰

▽
総
会　

午
後
１
時
〜
２
時
45
分

▽
講
演
会　

午
後
３
時
〜
４
時

場
所　

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
多
目
的

ホ
ー
ル（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー

３
ー
１
）

演
題　
「
百
歳
時
代
を
生
き
抜
く
力
」

講
師　

曻し
ょ
う
ち地
三さ
ぶ
ろ
う郎
さ
ん（
し
い
の
み
学

園
園
長
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局　

藤ふ
じ
の野

（
９
２
４
）３
７
７
１（

兼
用
）

平
成
23
年
度

ふ
く
お
か
県
政
出
前
講
座

　

県
で
は
、県
の
施
策
や
事
業
な
ど
に

つ
い
て
、１
４
２
の
テ
ー
マ
を
用
意
し
、

県
職
員
が
講
師
と
し
て
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る「
ふ
く
お
か
県
政
出
前
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
派
遣
費
用
は
無
料
で
す
。

対
象　

お
お
む
ね
20
人
以
上
の
県
民
で

実
施
す
る
集
会
な
ど

日
時　

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
問
わ
ず
午

前
10
時
〜
午
後
８
時（
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

場
所　

県
内（
申
込
者
が
用
意
）

※　

テ
ー
マ
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、同
講
座
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見

る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
県
庁（
福
岡
市

博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）、県
出
先
機

関
、市
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所

２
階
）に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
県
民
情
報
広

報
課
広
聴
係

（
６
４
３
）３
１
０
３

（
６
４
３
）３
１
０
７

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp

布
絵
本
イ
ル
カ
く
ら
ぶ

布
絵
本
づ
く
り
講
座

　

手
作
り
布
絵
本「
あ
そ
ぼ
」を
一
緒
に

作
り
ま
せ
ん
か
。作
っ
た
作
品
は
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　

講
座
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
で
き
る
人

日
時　

６
月
６
日
㈪
〜
27
日
㈪
の
毎
週

月
曜
日（
計
４
回
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

受
講
料　

２
５
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

15
人

※　

初
心
者
を
優
先
し
て
受
け
付
け
ま

す
。

託
児　

２
歳
以
上
、１
回
５
０
０
円（
４

回
分
前
納
）

申
込
方
法　

５
月
20
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、託
児
希

望
者
は
子
ど
も
の
名
前
・
年
齢

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

か
す
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室

　

や
き
も
の
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

古
代
の
陶
芸
職
人
の
気
分
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
作
品
は
、窯
で
焼
い
て
、後
日

お
渡
し
し
ま
す
。

日
時　

６
月
11
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

の
ぼ
り
窯
体
験
広
場（
白
水
ヶ

丘
１
ー
４
）

参
加
費　

粘
土
５
０
０
ｇ
当
た
り

２
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

各
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
11
日
㈬
〜
６
月
10
日

㈮
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、

年
齢（
小
学
生
以
下
の
み
）、電

話
番
号
、希
望
時
間
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館（
岡
本
３
ー
57
）

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７
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潜
在
看
護
師

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

　

看
護
職
員
の
免
許
所
有
者
で
現
在
看

護
業
務
に
つ
い
て
い
な
い
人
の
う
ち
、

就
職
を
希
望
す
る
人
に
対
し
て
、職
場

復
帰
を
支
援
し
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
。

対
象　

看
護
職
の
免
許
所
有
者
で
、現
在

看
護
業
務
に
つ
い
て
い
な
い
人

場
所　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

※　

実
習
は
県
内
の
各
病
院
で
行
い
ま

す
。

○
基
礎
コ
ー
ス（
看
護
力
再
開
発
講
習

会
）講

義
と
演
習
を
中
心
と
し
た
５
日

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。看
護
の
動

向
、最
近
の
医
療
・
看
護
の
知
識
お
よ

び
技
術
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　

６
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭
の
う

ち
５
日
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

定
員　

１
２
０
人

○
職
場
復
帰
実
践
コ
ー
ス（
看
護
師
職

場
復
帰
支
援
事
業
実
務
研
修
）

５
日
間
の
基
礎
コ
ー
ス
受
講
後
、

県
内
医
療
機
関
に
就
職
し
、演
習
中

心
の
講
義
と
職
場
内
で
の
実
地
指
導

を
受
け
る
82
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

日
時　

８
月
26
日
㈮
以
降
、77
日
以

内（
講
義
・
演
習
８
日
間
、実

習
69
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

定
員　

１
２
０
人

申
込
方
法　

６
月
６
日
㈪
ま
で
に
、郵

送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
希
望
コ
ー

ス
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番

号
、免
許
資
格
、経
験
年
数
、離

職
期
間
を
明
記
し
申
し
込
む

※　

決
定
通
知
は
郵
送
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー（
〒
812
ー
０
０
５
４

福
岡
市
東
区
馬ま

い
だ
し出
４
ー
10
ー
１

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
）

（
６
３
１
）１
２
２
１

（
６
３
１
）１
２
２
３

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習
会

　

人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
ほ
か
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
習
会
で

で
、受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人

場
所　

同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

日
時　

６
月
12
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

○
上
級
救
命
講
習（
筆
記
・
実
技
試
験
あ

り
）

日
時　

６
月
19
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

定
員　

各
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
消
防
署

▽
本
署
救
急
係

　

（
５
８
４
）１
１
９
９

　

（
５
８
４
）１
１
６
１

▽
北
出
張
所
救
急
係

　

（
５
８
９
）０
１
１
９

　

（
５
８
９
）０
０
９
９

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
習
受
講
生
募
集

○
社
会
保
険
労
務
士
直
前
対
策

日
時　

６
月
19
日
㈰
〜
８
月
７
日
㈰

の
毎
週
日
曜
日（
全
８
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

受
講
料　

３
万
４
０
０
０
円（
模
擬

試
験
料
含
む
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈪
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

○
３
級
販
売
士
直
前
試
験
対
策
講
習

日
時　

６
月
25
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

場
所　

同
協
会

受
講
料　

６
０
０
０
円（
資
料
代
含

む
）

※　

公
式
テ
キ
ス
ト
は
、各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈪
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
ワ
ー
ド
２
０
１
０
中
級
」

対
象　

ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
が
で
き

る
人

日
時　

６
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰
・
７
月

３
日
㈰（
全
３
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分
ほ
か

場
所　

同
協
会

受
講
料　

１
万
５
０
０
０
円

※　

別
途
、テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

９
５
０
円
が
必
要
で
す
。

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
６
日
㈮
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
エ
ク
セ
ル
２
０
１
０
中

級
」

対
象　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
が
で

き
る
人

日
時　

６
月
22
日
㈬
〜
30
日
㈭
の
平

日（
全
７
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

受
講
料　

１
万
５
０
０
０
円

※　

別
途
、テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

９
０
０
円
が
必
要
で
す
。

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
18
日
㈬
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

○
パ
ソ
コ
ン「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
」

日
時　

６
月
22
日
㈬
〜
30
日
㈭
の
平

日（
全
７
回
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

受
講
料　

１
万
５
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

申
込
方
法　

５
月
17
日
㈫
午
前
９
時

以
降
に
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会（
福
岡

市
東
区
千ち

は
や早
５
ー
３
ー
１
）

（
６
７
１
）６
８
３
１

（
６
７
２
）２
１
３
３

筑
紫
女
学
園
大
学

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

　

同
大
学
の
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

○「
こ
れ
か
ら
の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
る
」

日
時　

５
月
21
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
ア
ミ
カ
ス（
福
岡
市
南

区
高た

か
み
や宮
３
ー
３
ー
１
）

○「
ガ
ム
ラ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

期
日　

５
月
15
日
㈰
、６
月
５
日
㈰
、

７
月
17
日
㈰

時
間

▽
初
心
者
コ
ー
ス

午
前
10
時
〜
正
午

▽
上
級
者
コ
ー
ス

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

同
大
学
ス
ク
ヮ
ー
ヴ
ァ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル（
太
宰
府
市

石い
し
ざ
か坂
２
ー
12
ー
１
）

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
学
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

（
９
２
５
）９
６
８
５

（
９
２
５
）３
５
７
３
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情報ひろば

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緑
化
講
習
会

日
時　

５
月
28
日
㈯

▽
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

内
容　

庭
木
の
せ
ん
定
の
仕
方

受
講
料　

無
料

定
員　

各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
10
日
㈫
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

行
政
書
士
に
よ
る

暮
ら
し
の
悩
み
無
料
相
談

　

遺
言
、相
続
、成
年
後
見
制
度
、消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
暮
ら
し
の
悩
み
に
つ

い
て
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

期
日
・
場
所

▽
５
月
14
日
㈯

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
ー
１

ー
７
）

▽
５
月
６
日
㈮
・
11
日
㈬
・
18
日
㈬

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

八
年
会
事
務
局

（
５
８
６
）３
６
８
７

（
５
７
３
）１
０
２
３

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　

同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で

す
。

日
時　

５
月
19
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち

日
市
中ち
ゅ
う
お
う
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員　

６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間　

１
人
30
分
以
内

申
込
方
法　

５
月
10
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
、電
話
で
予
約
す
る

※　

資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と

し
ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
は
収
入

な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

　

ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
ひ
ろ
ば
〜
も
の
作
り

体
験
王
国
〜
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

小
学
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

ビ
ー
玉
万
華
鏡
作
り

参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen/

第
14
回

つ
く
し
路
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅

　

１
日
20
㎞
、５
日
で
１
０
０
㎞
完
歩

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

期
日　

８
月
８
日
㈪
〜
12
日
㈮（
４
泊

５
日
）

参
加
費　

２
万
３
０
０
０
円（
食
費
・
Ｔ

シ
ャ
ツ
代
・
三
度
笠
代
な
ど
を

含
む
）

定
員　

１
１
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

５
月
８
日
㈰
午
前
10
時
以

降
に
、電
話
で
申
し
込
む

※　

学
生
ス
タ
ッ
フ
や
中
高
生
ス
タ
ッ

フ
研
修
生
も
募
集
し
て
い
ま
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
実
行
委
員

会（
㈳
つ
く
し
青
年
会
議
所
事

務
局
内
）

（
９
２
４
）８
３
３
８

０
８
０（
６
４
４
４
）６
２
４
２（
５

月
８
日
㈰
の
み
）

※　

受
付
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
４

時（
受
付
開
始
日
以
外
は
平
日
の
み
）

で
す
。

困ったときは
消費生活センターへ

相談日　毎週月・水・木・金曜日
時　間　午前10時～午後3時
場　所　市役所2階
　　　　春日市消費生活センター☎（584）1155（直通）

心臓ペースメーカーの材料に !?
新手の貴金属の訪問買い取り

　「不意打ち的に勧誘され、訳が分からないうちに買い取られた」「強
引で怖かった」など、貴金属の訪問買い取りの相談が多く寄せられて
います。最近は「心臓ペースメーカーの部品になるので人の命が助か
る」「医療機器に再生するので社会貢献になる」など、親切心に付け
込むケースが出てきました。
○相談事例　

庭で草取りをしていたら、見知らぬ男性に「心臓ペースメーカーの材
料に使う金とプラチナが不足しているので、貴金属を持っていたら出し
てほしい」と声を掛けられた。断ったが「たんすを開けたらあるでしょう」な
どとしつこく言われ、心臓ペースメーカーに使われるのならばという思い
もあり、一応探してみようと家に向かうと玄関まで一緒に入ってきた。
壊れたネックレス３本と指輪を出すと、買い取り料として5000円を渡さ
れた。後になって「どうして渡してしまったのか」と悔やんでいる。
○トラブルにあわないために　
日本で使われている心臓ペースメーカーはすべて輸入品で、国内
では作られていません。また、金とプラチナは主な材料ではなく、心臓
ペースメーカーが不足しているという事実もありません。突然の訪問
で、冷静に判断する間もなく買い取られてしまうケースが多く見られま
す。買い取ってもらうつもりがなければ、勇気を出してきっぱりと断りま
しょう。居座わられたり脅されたりしたときは警察を呼びましょう。
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厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
、次
の
戦
域
で

の
戦
没
者
の
遺
族
な
ど
を
対
象
に
、慰

霊
巡
拝
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当

し
、実
施
時
期
に
お
い
て
原
則

80
歳
以
下
の
人

▽
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦

没
者
の
遺
族

配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除
く
）、父
、

母
、子
、兄
弟
姉
妹

▽
弾
力
的
運
用
の
人

戦
没
者
の
孫
、参
加
す
る
遺
族（
子
・

兄
弟
姉
妹
）の
配
偶
者

※　

子
・
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
に
つ
い

て
は
、夫
婦
で
の
参
加
の
場
合
に
限

り
ま
す
。

○
中
国
東
北
地
区

期
間　

９
月
５
日
㈪
〜
15
日
㈭（
11

日
間
）

定
員　

10
人（
申
込
多
数
の
場
合
選

考
）

○
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

期
間　

９
月
９
日
㈮
〜
16
日
㈮（
８

日
間
）

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
選

考
）

○
ア
ム
ー
ル
州

期
間　

９
月
９
日
㈮
〜
16
日
㈮（
８

日
間
）

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
選

考
）

申
込
期
限　

５
月
13
日
㈮

※　

予
定
時
期
・
期
間
、人
員
に
つ
い
て

は
、今
後
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
計
画

課
地
域
福
祉
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

参
列
者
を
募
集
し
ま
す

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　

厚
生
労
働
省
で
は
、先
の
大
戦
に
お

け
る
戦
没
者
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、戦
没

者
追
悼
式
の
参
列
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

人

▽
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
お
よ
び

び
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
、子
、

父
母
、兄
弟
姉
妹
、孫
、子
・
兄
弟
姉
妹

の
配
偶
者（
夫
婦
で
参
列
す
る
場
合

に
限
る
）で
、県
内
に
居
住
し
て
い
る

人
▽
過
去
に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人

▽
全
行
程
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
体
力
が

あ
り
、団
体
行
動
が
と
れ
る
人

期
日　

８
月
14
日
㈰
・
15
日
㈪（
２
日

間
）

場
所　

日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田

区
北き

た

の
丸ま
る
こ
う
え
ん

公
園
２
ー
３
）

参
加
費　

旅
費
の
一
部
を
補
助（
差
額

は
自
己
負
担
）

定
員　

若
干
名（
申
込
多
数
の
場
合
選

考
）

申
込
方
法　

５
月
16
日
㈪
ま
で
に
、電

話
で
申
し
込
む

※　

後
日
、必
要
書
類
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
福
祉
計
画

課
地
域
福
祉
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

平
成
23
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

県
で
は
、県
の
施
策
・
制
度
な
ど
に
つ

い
て
意
見
や
提
案
を
す
る
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の

人（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）

※　

国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、常
勤

の
公
務
員
、平
成
21
・
22
年
度
県
政
モ

ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
き
ま
す
。

任
期　

６
月
下
旬（
予
定
）〜
平
成
24
年

３
月
31
日

業
務
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

（
３
回
程
度
）、県
政
へ
の
提
案

（
意
見
が
あ
る
場
合
、随
時
）

謝
礼　

活
動
状
況
に
応
じ
て
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈

募
集
人
員　

２
５
０
人

応
募
期
限　

５
月
31
日
㈫（
消
印
有
効
）

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、応
募

ハ
ガ
キ
で
確
認
す
る
か
、問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
ハ
ガ
キ
は
、市
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２
階
）、県
庁（
福

岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）、ア
ク

ロ
ス
福
岡
観
光
情
報
ひ
ろ
ば（
福
岡

市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
１
ー
１
ー
１
）な
ど

に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
県
民

情
報
広
報
課

（
６
４
３
）３
１
０
３

（
６
４
３
）３
１
０
７

http://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp

ち
く
し
農
業
塾

第
一
期
受
講
生
募
集

　

新
規
就
農
者
の
育
成
を
目
的
と
す
る

講
座
で
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

人

▽
18
歳
以
上
で
Ｊ
Ａ
筑
紫
管
内
に
居
住

し
て
い
る

▽
平
日
に
受
講
で
き
る

▽
普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る

▽
受
講
終
了
後
、農
業
従
事
者
と
し
て

施
設
園
芸
・
露
地
野
菜
の
栽
培
お
よ

び
Ｊ
Ａ
直
売
所
で
販
売
を
行
う
な
ど

強
い
意
欲
が
あ
る

コ
ー
ス

▽
施
設
園
芸
コ
ー
ス（
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・

軟
弱
野
菜
）

日
時　

７
月
〜
平
成
24
年
５
月
の
原

則
毎
週
水
曜
日（
月
４
日
程

度
）

午
前
８
時
〜
正
午

受
講
料　

年
額
３
万
５
０
０
０
円

定
員

　５
人
程
度

▽
露
地
野
菜
コ
ー
ス

日
時　

７
月
〜
平
成
24
年
５
月
の
原

則
毎
週
水
曜
日（
月
４
日
程

度
）

午
後
１
時
〜
５
時

受
講
料　

年
額
３
万
５
０
０
０
円

定
員　

10
人
程
度

▽
農
業
用
機
械
操
作
コ
ー
ス

日
時　

７
月
〜
11
月
の
水
曜
日（
月

１
日
程
度
）

午
後
１
時
〜
５
時

受
講
料　

年
額
１
万
円

定
員

　10
人
程
度

申
込
方
法　

５
月
20
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
電
話
不
可
）で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年

齢
、性
別
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
筑
紫
農

業
振
興
課　

稗ひ
え
だ田（
〒
818
ー

８
６
４
２
筑
紫
野
市
杉す

ぎ
づ
か塚
３
ー

３
ー
10
）

（
９
２
４
）１
３
１
３

（
９
２
３
）７
６
２
４

nousin@
ja-chikushi.or.jp

体
操
三
井
島
シ
ス
テ
ム

健
康
体
操

　

日
頃
の
運
動
不
足
や
体
力
の
衰
え
が

気
に
な
る
人
、一
緒
に
体
操
し
ま
せ
ん

か
。

日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

下
白
水
北
公
民
館（
下
白
水
北

４
ー
19
）

会
費　

月
額
３
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

三み
う
ら浦

（
５
７
１
）７
５
３
６（

兼
用
）
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情報ひろば

子
ど
も
劇
場

会
員
募
集

　

親
子
で
舞
台
鑑
賞
を
楽
し
み
、語
り

合
う
時
間
は
子
ど
も
の
心
を
大
き
く
育

て
ま
す
。楽
し
い
経
験
を
重
ね
な
が
ら

子
育
て
を
し
ま
せ
ん
か
。

月
会
費　

１
３
０
０
円

※　

別
途
、入
会
金
３
０
０
円（
４
歳
以

上
）が
必
要
で
す
。

▽
高
学
年
部
５
月
定
例
作
品

作
品
名　
「
日
常
音
楽
コ
ン
ト
暮
ら

し
の
ト
調
帖
」・
だ
る
ま
食

堂

日
時　

５
月
６
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
８
時
10
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
ー
24
）

▽
低
学
年
部
５
月
定
例
作
品

作
品
名　
「
し
り
た
が
り
や
の
ゾ
ウ

さ
ん
」・
人
形
劇
プ
ー
ク

日
時　

５
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
45
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
劇
場

（
５
７
２
）０
５
４
４

（
５
７
２
）９
３
４
１

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ト
レ
ッ
チ

参
加
者
募
集

対
象　

軽
い
運
動
を
希
望
す
る
女
性

日
時　

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

参
加
費　

１
回
６
０
０
円

※　

別
途
、教
材
費（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
代
な

ど
）２
５
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
。

定
員　

10
人

託
児　

１
人
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

Ｒ
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
ス

ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

０
８
０（
１
７
０
４
）５
３
２
３

ピ
ュ
ア
☆
ジ
ョ
イ
・
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

○
ピ
ラ
テ
ィ
ス
・
ヨ
ガ
教
室

身
体
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
意

識
し
て
理
想
的
な
身
体
を
つ
く
り
、

自
分
磨
き
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

下
白
水
南
公
民
館（
下
白
水

南
３
ー
44
）

体
験
料
金　

３
０
０
円

○
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
身
体

を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。無
料
体
験
も

行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

白
水
ヶ
丘
公
民
館（
白
水
ヶ

丘
３
ー
46
）

体
験
料
金　

無
料

会
費　

各
月
額
２
２
０
０
円

託
児　

１
人
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

中な
か
が
み上

０
９
０（
８
９
１
８
）９
２
５
３

第
９
回「
日
中
友
好
児
童
絵
画
展
」

作
品
募
集

　

優
秀
作
品
は
、７
月
28
日
㈭
か
ら
８

月
２
日
㈫
に
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館
で
開

催
す
る
、第
９
回「
日
中
友
好
児
童
絵
画

展
」に
展
示
し
ま
す
。

対
象　

主
に
福
岡
県
内
の
幼
稚
園
・
保

育
園
児
、小
学
生

画
題
・
画
材　

自
由

規
格　

四
つ
切
り
画
用
紙
、１
人
１
作
品

応
募
方
法　

６
月
28
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
、作
品
裏
に
画
題
、住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、学

校（
園
）名
・
学
年（
年
齢
）を
明

記
し
て
送
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

特
定
非
営
利

活
動
法
人
社
会
教
育
団
体
ベ

ル
ポ
会（
〒
812
ー
０
８
５
７
福

岡
市
博
多
区
西に
し
つ
き
ぐ
ま

月
隈
３
ー
８
ー

11
ー
８
１
２
）

（
４
４
１
）８
０
５
９

（
４
５
２
）５
６
４
３

平
成
23
年
度

新
卒
者
緊
急
就
職
応
援
事
業

　

県
は
、平
成
21
年
３
月
以
降
の
既
卒

者
で
い
ま
だ
就
職
を
し
て
い
な
い
人
を

対
象
に
、２
カ
月
間
の
体
験
雇
用
を
実

施
し
、体
験
先
企
業
や
同
種
企
業
へ
の

就
職
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　

平
成
21
年
３
月
以
降
に
大
学
、

高
校
な
ど
を
卒
業
し
、現
在
未

就
職
の
人

実
施
期
間　

平
成
24
年
３
月
ま
で

募
集
人
員　

１
０
０
０
人
程
度

給
与
な
ど

▽
大
卒
な
ど　

月
額
18
万
円
程
度

▽
高
卒
な
ど　

月
額
14
万
円
程
度

申
込
方
法　

福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

http://w
w
w
.pref.fukuo

ka.lg.jp/

）に
掲
載
し
て
い
る

委
託
事
業
者
へ
直
接
申
し
込
む

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
労
働
政
策
課

就
業
支
援
係

（
６
４
３
）３
５
９
２

（
６
４
３
）３
５
８
８

５
月
１
日
〜
６
月
30
日

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　

き
れ
い
な
け
し
の
花
を
見
か
け
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
が
、け
し
に
は
植
え

て
良
い
も
の
と
悪
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特
徴

▽
草
丈
が
大
き
く
１
ｍ
以
上
に
な
る

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
を
し
て
お

り
、毛
が
な
い

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ
う
に
葉
が
生
え
て

い
る

▽
葉
が
大
き
く
長
楕
円
形
で
、ま
わ
り

の
切
れ
込
み
が
浅
い
な
ど

※　

こ
の
よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
場

合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

（
５
１
３
）５
６
１
０

　

（
５
１
３
）５
５
９
８

▽
筑
紫
野
警
察
署

　

（
９
２
９
）０
１
１
０

お
も
ち
ゃ
病
院

開
催
場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

　

ぽ
れ
ぽ
れ
館
で
行
っ
て
い
た
お
も

ち
ゃ
病
院
が
、５
月
か
ら
春
日
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
移
転
し
ま
す
。大
切
な
お
も

ち
ゃ
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、お
も
ち
ゃ

病
院
に
見
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
18
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

※　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会
中
会

議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

修
理
代　

お
も
ち
ゃ
１
個
１
０
０
円

※　

部
品
代
は
実
費
で
す
。５
０
０
円

以
上
必
要
な
場
合
は
連
絡
の
上
、修

理
し
ま
す
。

申
込
方
法　

直
接
お
も
ち
ゃ
を
持
参
す

る

※　

当
日
持
っ
て
来
ら
れ
な
い
場
合

は
、前
の
週
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日
事

務
局

０
９
０（
７
３
９
０
）０
８
９
０

（
５
７
２
）８
７
４
０
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◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくだ
さい。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。5 月 1 日（日）午前 10 時以降に申し込

んでください。受け付けは午後 6 時までです（電話可・小学生以上は
原則として本人申込）。なお、申し込みは 1 人 1 行事までとし、行事
によっては市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い
合わせてください。

5月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時〜午後5時

7日（土）
わたがしパーティー　午後2時〜3時、10円
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

8日（日）
母の日プレゼント製作（ハッピーブレスレット）
午前10時30分〜11時30分、12人、100円 

10日（火）
こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

14日（土）
作ってわくわく（新聞紙で遊ぼう）
午前10時30分〜11時30分

15日（日）

屋上で遊ぼう！（インラインスケート）　
午前10時30分〜11時30分、10人 　※雨天中止
トワイライトゾーンSP(スポーツ＆リフレッシュ）
午後5時〜7時、中学生以上

21日（土）
わんぱく広場（スポーツチャンバラ）
午前10時30分〜11時30分

22日（日）
わくわくクッキング（屋台風焼きそば）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

26日（木）
ママの“ホッ”とタイム（エアロビでリフレッシュ！）
午前10時〜正午、15人、500円 
※託児は20日㈮までに要申込（1人500円）

27日（金） おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

光
ひ か り ま ち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （501）7033

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：18日㈬　▶毛勝：20日㈮
▶白水：13日㈮　▶光町：20日㈮ 午前11時〜11時40分 今月の休館日

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：13日㈮　▶毛勝：18日㈬
▶白水：12日㈭　▶光町：31日㈫

　午前10時30分〜
（1時間程度）

2日㈪、3日㈫、 
4日㈬、5日㈭、 
9日㈪、16日㈪、 
17日㈫、23日㈪、

30日㈪

ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：26日㈭、27日㈮
▶毛勝：11日㈬、12日㈭、25日㈬、26日㈭
▶白水：19日㈭、20日㈮
▶光町：12日㈭、13日㈮、26日㈭、27日㈮

7日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午

おはなし広場　午後2時〜2時30分

8日（日）
みんなで工作〜母の日プレゼント作り〜（牛乳パックで小物入れ）
午後2時〜3時30分、10人、50円 

10日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

11日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

14日（土）

児童センター探検隊　午前11時〜正午

インラインスケート教室
午後1時30分〜3時、12人 　※雨天時は21日㈯に延期

18日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

22日（日）
楽しいクッキング（ふんわりロールケーキ）
午前10時30分〜正午、10人、100円 

25日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時〜5時

29日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

7日（土）
道場やぶり！　午後2時〜3時

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

8日（日）
母の日のプレゼント作り（フルーツデコ）
午前10時30分〜正午、10人、150円 

10日（火）
こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

13日（金） おはなし・だいすき！　午前11時〜11時30分

21日（土）

作ってあそぼう（プラバン）　午後2時〜3時

トワイライトゾーンSP(スポーツ＆リフレッシュ）
午後5時〜7時、中学生以上

22日（日）
かんたんクッキング♪（手巻きずし♥パーティー）
午前10時30分〜正午、12人、150円 

28日（土） 運動あそび（ビーチバレー）　午後2時〜3時

7日（土） おむすび隊！　午前10時30分〜正午、12人、50円 

8日（日）
母の日のプレゼント（デコスイーツ）
午前10時30分〜正午、10人、150円 

10日（火）
こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

14日（土）

遊びの出前！児童センター
午前10時30分〜11時30分、場所：春日野小ときめきホール

トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

15日（日）
サイエンス工作（スライム）
午後2時〜3時、先着20人、10円

21日（土） 屋上で遊ぼう！　午後2時〜3時

24日（火）
みんなでおめでとう！（5月生まれのお誕生会）&おはなし会
午前11時〜11時30分

25日（水）
ママの“ホッ”とタイム（骨盤エクササイズ）
午前10時30分〜正午、10人 
※託児は20日㈮までに要申込（1人500円）

28日（土）
トワイライトゾーンSP（スポーツ＆リフレッシュ）
午後5時〜7時、中学生以上
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市の人口　 3/31 現在

◎総人口  109,442人
（前月比-223）

女 　56,214人

男　 53,228人

◎世帯数  44,446世帯

◎増      ●転入     1184人

　　●出生         84人

●その他増   23人

◎減       ●転出 　1458人   

●死亡        56人

●その他減 　0人

長
ながしま

島 義
よしたか

高ちゃん（惣利）
平成22年5月6日生

江
え

上
がみ

 周
しゅう

真
ま

ちゃん（小倉）
平成22年5月10日生

古
こ が

賀 蘭
らんまる

丸ちゃん（大谷）
平成22年5月7日生

 田
た

中
なか

 春
はる

多
た

ちゃん（日の出町）
平成21年5月10日生

 大
おおもり

森 心
み ゆ う

優ちゃん（一の谷）
平成20年5月15日生

5月前期

７
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
１
日
㈬（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
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月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　第3水曜日／ 10時 〜 16時／市役

所／第1水曜日8時30分以降の平日に電話予約／先着15人
◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333

第1・第3金曜日／ 13時 〜 16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日8時
30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／ 13時 〜 15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／ 18時 〜 20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155 （584）1153

月・水・木・金曜日／ 10時 〜 15時／市消費生活センター（市役所2階）
◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1111 （584）1153

第3金曜日／13時〜16時／市役所／上記の市消費生活相談で事前相談の上予約
◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999

月〜金曜日：9時 〜 16時30分／日曜日：10時〜 16時（電話相談のみ）／福
岡県消費生活センター（福岡県吉塚合同庁舎1階）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225　水曜日／13時〜16時／春日市社会福祉センター4階
人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111　第1火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時／福岡法務局筑紫支局
◆子どもの権利110番　☎（752）1331

毎週土曜日／ 12時30分 〜 15時30分／天神弁護士センター
犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830

月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／ 9時 〜 17時45分／福岡県警察
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所

月〜金曜日：9時 〜 17時／水曜日：9時〜 20時（夜間相談）／福岡西総合
庁舎5階／労働相談：☎（735）6149 ／子育て就職支援：☎（725）4034

子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015 （584）7739

月〜土曜日／9時30分 〜 18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）
女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335

月〜金曜日／ 10時 〜 17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／受付9時30分 〜 16時（祝日を除く金曜日は18時
〜 20時30分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343 ／ 24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みいのちの電話インターネット相談
　 https://www.inochinodenwa-net.jp ／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障がい者のための）　 （721）4343

月〜金曜日：9時 〜 18時／土曜日：9時 〜 13時／福岡いのちの電話
◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783　年中無休／ 24時間
交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403　☎（643）3167

月〜金曜日／ 9時 〜 17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270

月〜金曜日／ 13時 〜 16時／交通事故被害者サポートセンター
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　☎（584）3344　

月曜日を除く毎日／ 9時 〜 16時／福岡県社会福祉協議会（クローバープラ
ザ内）／法律相談（水曜日の13時 〜 16時）は要予約

◆認知症相談　☎（584）3317　火・水・木・土曜日／ 10時〜 16時／福岡県社
会福祉協議会（クローバープラザ内）

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（589）6227 （589）6228
▷南地域包括支援センター／ 8時30分 〜 17時

☎（595）8188 （595）6069
ひとり親家庭のための相談について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　

▷養育費に関する電話相談　☎（584）3931 ／月〜金曜日／9時 〜 16時
▷養育費などに関する弁護士による法律相談（要予約）　☎（584）3922
　第1水曜日：13時 〜 15時／第2・4水曜日：18時30分 〜 20時30分

児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日／ 8時30分 〜 17時15分／電話相談は毎日24時間受付
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111 （584）1142

第4火曜日／ 10時 〜 15時／市役所
◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830

月〜土曜日／ 10時 〜 17時／岩田屋本店新館6階行政相談コーナー



　東日本大震災の被災者の方 に々対して支
援の輪が広がり、少しずつではありますが生
活が改善されつつあります。しかし、度重なる
余震の影響も看過できません。
　経済に目を向けると、経済的な損害が16
兆円から25兆円と算定されています。日本の
経済は、震災の影響で壊滅的な打撃を受け
ました。
　このような状況だからこそ、日本人が一致
団結して、「がんばれ日本」「がんばれ東北」
と声を挙げ、一人一人ができることを考え行
動することが大切です。
　市民の皆さんからも多くの義援金が寄せら
れ、春日市からも職員２人を震災地に派遣し、
復興支援を行いました。今後も必要に応じて職
員の派遣などさまざまな支援を行う予定です。
　また、福岡県や春日市においても、更なる
団結と危機管理が求められています。　 え 問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380

ゆ
り
の
木

　別名ハンテンボクやチューリップの木とも呼ば
れているゆりの木は、花の色が黄色く、形はチュー
リップに似ているモクレン科の落葉高木です。
　200万〜2600万年前の地層から葉の化石が出
ることがあり、生きている化石とも呼ばれ、明治初
期に北アメリカ中部から日本に渡来しました。
　奴国の丘歴史資料館前にあるゆりの木は、初夏
の頃になると満開になります。

岡本

宝町

陸上自衛隊駐屯地

JR南福岡駅

奴国の丘歴史資料館
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